
区

長

報

告

第

六

号 

 
 

 

専

決

処

分

に

つ

い

て 

 

港

区

議

会

の

議

決

に

付

す

べ

き

契

約

及

び

財

産

の

取

得

又

は

処

分

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

三

十

九

年

港

区

条 

例

第

八

号

）

第

三

条

第

一

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

平

成

二

十

七

年

六

月

三

十

日

次

の

と

お

り

処

分

し

た

の

で

、 

同

条

第

二

項

の

規

定

に

基

づ

き

報

告

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記 

 

平

成

二

十

六

年

六

月

二

十

七

日

議

決

を

得

た

工

事

請

負

契

約

（

（

仮

称

）

田

町

駅

東

口

北

地

区

保

育

園

整

備

等

工

事

）

の

契

約

金

額

「

九

億

九

千

二

百

三

十

万

四

千

円

」

を

「

十

億

四

百

二

十

一

万

九

千

四

百

二

十

四

円

」

に

変

更

す

る

。 



区

長

報

告

第

七

号 

 
 

 

専

決

処

分

に

つ

い

て 

 

港

区

議

会

の

議

決

に

付

す

べ

き

契

約

及

び

財

産

の

取

得

又

は

処

分

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

三

十

九

年

港

区

条 
 

例

第

八

号

）

第

三

条

第

一

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

平

成

二

十

七

年

六

月

三

十

日

次

の

と

お

り

処

分

し

た

の

で

、

同

条

第

二

項

の

規

定

に

基

づ

き

報

告

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記 

 

平

成

二

十

六

年

十

二

月

十

八

日

議

決

を

得

た

工

事

請

負

契

約

（

港

区

営

住

宅

シ

テ

ィ

ハ

イ

ツ

六

本

木

等

整

備

工

事

）

の

契

約

金

額

「

三

十

五

億

六

千

四

百

万

円

」

を

「

三

十

五

億

七

千

二

百

七

十

万

二

千

六

百

四

十

円

」

に

変

更

す

る

。 



区

長

報

告

第

八

号 

 
 

 

専

決

処

分

に

つ

い

て 

 

港

区

議

会

の

議

決

に

付

す

べ

き

契

約

及

び

財

産

の

取

得

又

は

処

分

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

三

十

九

年

港

区

条 
 

例

第

八

号

）

第

三

条

第

一

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

平

成

二

十

七

年

六

月

三

十

日

次

の

と

お

り

処

分

し

た

の

で

、

同

条

第

二

項

の

規

定

に

基

づ

き

報

告

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記 

 

平

成

二

十

六

年

十

二

月

十

八

日

議

決

を

得

た

工

事

請

負

契

約

（

港

区

営

住

宅

シ

テ

ィ

ハ

イ

ツ

六

本

木

等

整

備

に

伴

う

電

気

設

備

工

事

）

の

契

約

金

額

「

二

億

二

千

八

百

三

十

八

万

四

十

円

」

を

「

二

億

三

千

十

一

万

三

千

八

百

七

十

二

円

」

に

変

更

す

る

。 



区

長

報

告

第

九

号 

 
 

 

専

決

処

分

に

つ

い

て 

 

港

区

議

会

の

議

決

に

付

す

べ

き

契

約

及

び

財

産

の

取

得

又

は

処

分

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

三

十

九

年

港

区

条 
 

例

第

八

号

）

第

三

条

第

一

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

平

成

二

十

七

年

七

月

十

日

次

の

と

お

り

処

分

し

た

の

で

、

同

条

第

二

項

の

規

定

に

基

づ

き

報

告

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記 

 

平

成

二

十

七

年

三

月

十

七

日

議

決

を

得

た

工

事

請

負

契

約

（

港

区

営

住

宅

シ

テ

ィ

ハ

イ

ツ

六

本

木

等

整

備

に

伴

う

機

械

設

備

工

事

）

の

契

約

金

額

「

三

億

三

千

九

十

一

万

二

千

円

」

を

「

三

億

三

千

二

百

四

十

三

万

四

千

八

百

円

」

に

変

更

す

る

。 



区

長

報

告

第

十

号 

 
 

 

専

決

処

分

に

つ

い

て 

 

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

百

八

十

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

昭

和

四

十

三

年

三 

月

十

八

日

港

区

議

会

議

決

（

訴

訟

、

和

解

お

よ

び

損

害

賠

償

額

の

決

定

に

関

す

る

区

長

の

専

決

処

分

に

つ

い

て 

に

基

づ

き

、

和

解

に

つ

い

て

平

成

二

十

七

年

八

月

六

日

次

の

と

お

り

処

分

し

た

の

で

、

同

法

同

条

第

二

項

の

規

定

に

基

づ

き

報

告

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記 

一 

件 
 

 

名 
 

清

掃

車

の

交

通

事

故

に

係

る

和

解 

二 

事

件

の

要

旨 

 
 

平

成

二

十

七

年

五

月

二

十

九

日

、

港

区

六

本

木

五

丁

目

十

一

番

先

の

都

道

環

状

三

号

線

道

路

上

に

お

い

て 
 

相

手

方

（

以

下

「

甲

」

と

い

う

。

）

所

有

の

乗

用

車

が

清

掃

車

に

追

突

し

た

交

通

事

故

（

以

下

「

本

件

事

故 

と

い

う

。

）

に

よ

り

、

当

該

清

掃

車

が

損

傷

し

た

。 

三 

和

解

条

項 

 

） 

 
 

 

、 

 
 

 

」 



 
 

甲

及

び

港

区

（

以

下

「

乙

」

と

い

う

。

）

間

で

協

議

し

、

和

解

の

合

意

に

達

し

た

の

で

、

本

件

事

故

の

処

理

に

つ

い

て

、

次

の

と

お

り

和

解

し

た

。 

 
 

 
甲

は

、

乙

に

対

し

、

四

十

二

万

円

の

支

払

義

務

が

あ

る

こ

と

を

認

め

る

。 

 
 

 

乙

は

、

そ

の

余

の

請

求

を

放

棄

す

る

。 

 
 

 

甲

と

乙

は

、

甲

と

乙

の

間

に

は

、

本

件

事

故

に

関

し

、

本

和

解

条

項

に

定

め

る

も

の

の

ほ

か

、

何

ら

の 

 
 

債

権

債

務

の

な

い

こ

と

を

相

互

に

確

認

す

る

。 

（三） （二） （一） 



議

案

第

五

十

六

号 

 
 

 

港

区

個

人

番

号

の

利

用

並

び

に

特

定

個

人

情

報

の

保

護

及

び

提

供

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改 
 

 
 

 
 

 
正

す

る

条

例 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

港

区

個

人

番

号

の

利

用

並

び

に

特

定

個

人

情

報

の

保

護

及

び

提

供

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改 
 

 
 

 
 

 

正

す

る

条

例 

 

港

区

個

人

番

号

の

利

用

並

び

に

特

定

個

人

情

報

の

保

護

及

び

提

供

に

関

す

る

条

例

（

平

成

二

十

七

年

港

区

条 

例

第

二

十

八

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 

目

次

中

「

特

定

個

人

情

報

の

利

用

（

第

十

二

条

―

第

十

五

条

）

」

を

「

個

人

番

号

の

利

用

範

囲

並

び

に

特

定 

個

人

情

報

の

利

用

及

び

提

供

（

第

十

一

条

の

二

―

第

十

五

条

の

二

）

」

に

改

め

る

。 

 

「

第

四

章 

特

定

個

人

情

報

の

利

用

」

を

「

第

四

章 
個

人

番

号

の

利

用

範

囲

並

び

に

特

定

個

人

情

報

の

利 

用

及

び

提

供

」

に

改

め

る

。 

 

第

四

章

中

第

十

二

条

の

前

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。 



（

個

人

番

号

の

利

用

範

囲

） 
第

十

一

条

の

二 

法

第

九

条

第

二

項

の

条

例

で

定

め

る

事

務

は

、

別

表

第

一

の

上

欄

に

掲

げ

る

実

施

機

関

が

行 

 

う

同

表

の

下

欄

に

掲

げ

る

事

務

、

別

表

第

二

の

上

欄

に

掲

げ

る

実

施

機

関

が

行

う

同

表

の

中

欄

に

掲

げ

る

事 

 

務

及

び

区

長

又

は

教

育

委

員

会

が

行

う

法

別

表

第

二

の

第

二

欄

に

掲

げ

る

事

務

と

す

る

。 

２ 

別

表

第

二

の

上

欄

に

掲

げ

る

実

施

機

関

は

、

同

表

の

中

欄

に

掲

げ

る

事

務

を

処

理

す

る

た

め

に

必

要

な

限 

 

度

で

、

同

表

の

下

欄

に

掲

げ

る

特

定

個

人

情

報

で

あ

っ

て

当

該

実

施

機

関

が

保

有

す

る

も

の

を

利

用

す

る

こ 

 

と

が

で

き

る

。

た

だ

し

、

法

の

規

定

に

よ

り

、

情

報

提

供

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

シ

ス

テ

ム

（

法

第

二

条

第

十

四

項 

 

に

規

定

す

る

情

報

提

供

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

シ

ス

テ

ム

を

い

う

。

次

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

を

使

用

し

て

他

の

個 

 

人

番

号

利

用

事

務

実

施

者

（

同

条

第

十

二

項

に

規

定

す

る

個

人

番

号

利

用

事

務

実

施

者

を

い

う

。

次

項

に

お 

い

て

同

じ

。

）

か

ら

当

該

特

定

個

人

情

報

の

提

供

を

受

け

る

こ

と

が

で

き

る

場

合

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。 

３ 

区

長

又

は

教

育

委

員

会

は

、

法

別

表

第

二

の

第

二

欄

に

掲

げ

る

事

務

を

処

理

す

る

た

め

に

必

要

な

限

度

で

、 

 

同

表

の

第

四

欄

に

掲

げ

る

特

定

個

人

情

報

で

あ

っ

て

当

該

実

施

機

関

が

保

有

す

る

も

の

を

利

用

す

る

こ

と

が 

 

で

き

る

。

た

だ

し

、

法

の

規

定

に

よ

り

、

情

報

提

供

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

シ

ス

テ

ム

を

使

用

し

て

他

の

個

人

番

号 

 

利

用

事

務

実

施

者

か

ら

当

該

特

定

個

人

情

報

の

提

供

を

受

け

る

こ

と

が

で

き

る

場

合

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。 

４ 

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

特

定

個

人

情

報

を

利

用

す

る

こ

と

が

で

き

る

場

合

に

お

い

て

、

他

の

条

例

、

規

則 

 

そ

の

他

の

規

程

の

規

定

に

よ

り

当

該

特

定

個

人

情

報

と

同

一

の

内

容

の

情

報

を

含

む

書

面

の

提

出

が

義

務

付 

 

け

ら

れ

て

い

る

と

き

は

、

当

該

書

面

の

提

出

が

あ

っ

た

も

の

と

み

な

す

。 



 

第

四

章

中

第

十

五

条

の

次

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。 
（

特

定

個

人

情

報

の

提

供

） 

第

十

五

条

の

二 

法

第

十

九

条

第

九

号

の

規

定

に

よ

り

条

例

で

定

め

る

特

定

個

人

情

報

を

提

供

す

る

こ

と

が

で 

 

き

る

場

合

は

、

別

表

第

三

の

第

一

欄

に

掲

げ

る

情

報

照

会

機

関

が

同

表

の

第

二

欄

に

掲

げ

る

事

務

を

処

理

す 

 

る

た

め

、

同

表

の

第

三

欄

に

掲

げ

る

情

報

提

供

機

関

に

対

し

、

同

表

の

第

四

欄

に

掲

げ

る

特

定

個

人

情

報

の 

 

提

供

を

求

め

た

場

合

に

お

い

て

、

当

該

情

報

提

供

機

関

が

当

該

特

定

個

人

情

報

を

提

供

す

る

と

き

と

す

る

。 

２ 

前

項

の

規

定

に

よ

る

特

定

個

人

情

報

の

提

供

が

あ

っ

た

場

合

に

お

い

て

、

他

の

条

例

、

規

則

そ

の

他

の

規 

 

程

の

規

定

に

よ

り

当

該

特

定

個

人

情

報

と

同

一

の

内

容

の

情

報

を

含

む

書

面

の

提

出

が

義

務

付

け

ら

れ

て

い 

 

る

と

き

は

、

当

該

書

面

の

提

出

が

あ

っ

た

も

の

と

み

な

す

。 

 

付

則

の

次

に

別

表

と

し

て

次

の

三

表

を

加

え

る

。 

別

表

第

一

（

第

十

一

条

の

二

関

係

） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

    
 

 

 
 

 三

 

区

長

 

二

 

区

長

 

一

 

区

長

 

実

施

機

関

 

障

害

者

の

日

常

生

活

及

び

社

会

生

活

を

総

合

的

に

支

援

す

る

た

め

の

法

律

（

平

成

十

七

年

法

 

港

区

心

身

障

害

者

福

祉

手

当

条

例

（

昭

和

四

十

八

年

港

区

条

例

第

十

五

号

）

に

よ

る

心

身

障

 

害

者

福

祉

手

当

の

支

給

に

関

す

る

事

務

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

介

護

保

険

法

（

平

成

九

年

法

律

第

百

二

十

三

号

）

に

よ

る

保

険

給

付

に

係

る

サ

ー

ビ

ス

の

利

 

用

者

負

担

額

を

助

成

し

、

又

は

軽

減

す

る

事

業

に

関

す

る

事

務

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

 

も

の

 
事

 
 

 
 

務

 

 



                 

十

三

 

区

長

 

十

二

 

区

長

 

十

一

 

区

長

 

十

 

区

長

 

九

 

区

長

 

八

 

区

長

 

七

 

区

長

 

六

 

区

長

 

五

 

区

長

 

四

 
区

長
 

 

港

区

子

ど

も

医

療

費

助

成

条

例

（

平

成

四

年

港

区

条

例

第

四

十

三

号

）

に

よ

る

医

療

費

の

助

 

港

区

ひ

と

り

親

家

庭

等

の

医

療

費

の

助

成

に

関

す

る

条

例

（

平

成

元

年

港

区

条

例

第

三

十

六

 

号

）

に

よ

る

医

療

費

の

助

成

に

関

す

る

事

務

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

港

区

女

性

福

祉

資

金

貸

付

条

例

（

昭

和

五

十

年

港

区

条

例

第

十

八

号

）

に

よ

る

資

金

の

貸

付

 

け

に

関

す

る

事

務

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

港

区

児

童

育

成

手

当

条

例

（

昭

和

四

十

六

年

港

区

条

例

第

三

十

号

）

に

よ

る

児

童

育

成

手

当

 

の

支

給

に

関

す

る

事

務

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

健

康

増

進

法

（

平

成

十

四

年

法

律

第

百

三

号

）

に

よ

る

健

康

増

進

事

業

に

加

え

て

区

が

実

施

 

す

る

健

康

増

進

に

係

る

事

業

に

関

す

る

事

務

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

高

齢

者

の

医

療

の

確

保

に

関

す

る

法

律

（

昭

和

五

十

七

年

法

律

第

八

十

号

）

の

被

保

険

者

に

 

係

る

給

付

金

の

支

給

に

関

す

る

事

務

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

生

活

保

護

法

に

よ

る

保

護

等

に

加

え

て

実

施

す

る

援

護

に

関

す

る

事

務

で

あ

っ

て

区

規

則

で

 

定

め

る

も

の
 

生

活

に

困

窮

す

る

外

国

人

に

対

す

る

生

活

保

護

法

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

百

四

十

四

号

）

 
に

よ

る

保

護

に

準

ず

る

措

置

に

関

す

る

事

務

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

在

宅

の

重

症

心

身

障

害

者

及

び

重

症

心

身

障

害

児

に

対

す

る

通

所

の

方

法

に

よ

り

行

う

支

援

 

事

業

に

関

す

る

事

務

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

障

害

者

の

日

常

生

活

及

び

社

会

生

活

を

総

合

的

に

支

援

す

る

た

め

の

法

律

に

よ

る

自

立

支

援

 

給

付

及

び

地

域

生

活

支

援

事

業

に

サ

ー

ビ

ス

を

付

加

す

る

事

業

に

関

す

る

事

務

で

あ

っ

て

区

 

規

則

で

定

め

る

も

の

 

律

第

百

二

十

三

号

）

に

よ

る

自

立

支

援

給

付

及

び

地

域

生

活

支

援

事

業

並

び

に

児

童

福

祉

法

 

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

百

六

十

四

号

）

に

よ

る

障

害

児

通

所

給

付

費

等

に

係

る

利

用

者

負

 

担

額

を

軽

減

す

る

事

業

に

関

す

る

事

務

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

 



 
 

 

    

別

表

第

二

（

第

十

一

条

の

二

関

係

） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

          

一

 

区

長

 

実

施

機

関

 

介

護

保

険

法

に

よ

る

保

険

給

付

 

に

係

る

サ

ー

ビ

ス

の

利

用

者

負

 

担

額

を

助

成

し

、

又

は

軽

減

す

 

る

事

業

に

関

す

る

事

務

で

あ

っ

 

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

事

 
 

 
 

務

 

住

民

基

本

台

帳

法

（

昭

和

四

十

二

年

法

律

第

八

十

一

 

号

）

第

七

条

第

四

号

に

規

定

す

る

事

項

（

以

下

「

住

 

民

票

関

係

情

報

」

と

い

う

。

）

、

地

方

税

法

（

昭

和

 

二

十

五

年

法

律

第

二

百

二

十

六

号

）

そ

の

他

の

地

方

 

税

に

関

す

る

法

律

に

基

づ

く

条

例

の

規

定

に

よ

り

算

 

定

し

た

税

額

若

し

く

は

そ

の

算

定

の

基

礎

と

な

る

事

 

項

に

関

す

る

情

報

（

以

下

「

地

方

税

関

係

情

報

」

と

 

い

う

。

）

、

生

活

保

護

法

に

よ

る

保

護

の

実

施

若

し

 

く

は

就

労

自

立

給

付

金

の

支

給

に

関

す

る

情

報

（

以

 

下

「

生

活

保

護

関

係

情

報

」

と

い

う

。

）

、

中

国

残

 

留

邦

人

等

の

円

滑

な

帰

国

の

促

進

並

び

に

永

住

帰

国

 
し

た

中

国

残

留

邦

人

等

及

び

特

定

配

偶

者

の

自

立

の

 
支

援

に

関

す

る

法

律

（

平

成

六

年

法

律

第

三

十

号

）

 

に

よ

る

支

援

給

付

若

し

く

は

配

偶

者

支

援

金

の

支

給

 

に

関

す

る

情

報

（

以

下

「

中

国

残

留

邦

人

等

支

援

給

 

付

等

関

係

情

報

」

と

い

う

。

）

、

生

活

に

困

窮

す

る

 

外

国

人

に

対

す

る

生

活

保

護

法

に

よ

る

保

護

に

準

ず

 

特

定

個

人

情

報

 

 

十

五

 
教

育

委

員

 

会

 

十

四
 

区

長

 

 

学

校

教

育

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

二

十

六

号

）

に

よ

る

就

学

に

必

要

な

経

費

の

援

助

に

 

関

す

る

事

務

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

港

区

立

住

宅

条

例

（

平

成

六

年

港

区

条

例

第

二

十

一

号

）

に

よ

る

区

立

住

宅

の

管

理

に

関

す

 

る

事

務

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

成

に

関

す

る

事

務

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

 



 
 

 

                

三

 

区

長

 

二

 

区

長

 

 

障

害

者

の

日

常

生

活

及

び

社

会

 

生

活

を

総

合

的

に

支

援

す

る

た

 

め

の

法

律

に

よ

る

自

立

支

援

給

 

付

及

び

地

域

生

活

支

援

事

業

に

 

サ

ー

ビ

ス

を

付

加

す

る

事

業

に

 

関

す

る

事

務

で

あ

っ

て

区

規

則

 

障

害

者

の

日

常

生

活

及

び

社

会

 

生

活

を

総

合

的

に

支

援

す

る

た

 

め

の

法

律

に

よ

る

自

立

支

援

給

 
付

及

び

地

域

生

活

支

援

事

業

並

 
び

に

児

童

福

祉

法

に

よ

る

障

害

 

児

通

所

給

付

費

等

に

係

る

利

用

 

者

負

担

額

を

軽

減

す

る

事

業

に

 

関

す

る

事

務

で

あ

っ

て

区

規

則

 

で

定

め

る

も

の
 

 

住

民

票

関

係

情

報

、

障

害

者

関

係

情

報

、

障

害

者

総

 
合

支

援

法

関

係

情

報

又

は

介

護

保

険

給

付

等

関

係

情

 
報

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

住

民

票

関

係

情

報

、

地

方

税

関

係

情

報

、

生

活

保

護

 

関

係

情

報

、

中

国

残

留

邦

人

等

支

援

給

付

等

関

係

情

 

報

、

外

国

人

生

活

保

護

関

係

情

報

、

身

体

障

害

者

福

 

祉

法

（

昭

和

二

十

四

年

法

律

第

二

百

八

十

三

号

）

に

 

よ

る

身

体

障

害

者

手

帳

、

精

神

保

健

及

び

精

神

障

害

 

者

福

祉

に

関

す

る

法

律

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

百

 

二

十

三

号

）

に

よ

る

精

神

障

害

者

保

健

福

祉

手

帳

若

 

し

く

は

知

的

障

害

者

福

祉

法

（

昭

和

三

十

五

年

法

律

 

第

三

十

七

号

）

に

い

う

知

的

障

害

者

に

関

す

る

情

報

 

（

以

下

「

障

害

者

関

係

情

報

」

と

い

う

。

）

、

障

害

 

者

の

日

常

生

活

及

び

社

会

生

活

を

総

合

的

に

支

援

す

 

る

た

め

の

法

律

に

よ

る

自

立

支

援

給

付

及

び

地

域

生

 

活

支

援

事

業

に

関

す

る

情

報

（

以

下

「

障

害

者

総

合

 

支

援

法

関

係

情

報

」

と

い

う

。

）

、

児

童

福

祉

法

に

 

よ

る

措

置

及

び

給

付

に

関

す

る

情

報

（

以

下

「

児

童

 

福

祉

法

関

係

情

報

」

と

い

う

。

）

又

は

介

護

保

険

給

 

付

等

関

係

情

報

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

る

措

置

に

関

す

る

情

報

（

以

下

「

外

国

人

生

活

保

護

 

関

係

情

報

」

と

い

う

。

）

又

は

介

護

保

険

法

に

よ

る

 

保

険

給

付

の

支

給

、

地

域

支

援

事

業

の

実

施

若

し

く

 

は

保

険

料

の

徴

収

に

関

す

る

情

報

（

以

下

「

介

護

保

 

険

給

付

等

関

係

情

報

」

と

い

う

。

）

で

あ

っ

て

区

規

 

則

で

定

め

る

も

の

 

 



 
 

 

                

八

 

区

長

 

七

 

区

長

 

六

 

区

長

 

五

 

区

長

 

四
 

区

長

 

 

港

区

女

性

福

祉

資

金

貸

付

条

例

 

港

区

児

童

育

成

手

当

条

例

に

よ

 

る

児

童

育

成

手

当

の

支

給

に

関

 

す

る

事

務

で

あ

っ

て

区

規

則

で
 

定

め

る

も

の

 

高

齢

者

の

医

療

の

確

保

に

関

す

 

る

法

律

の

被

保

険

者

に

係

る

給

 

付

金

の

支

給

に

関

す

る

事

務

で

 

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

生

活

保

護

法

に

よ

る

保

護

等

に

 
加

え

て

実

施

す

る

援

護

に

関

す

 
る

事

務

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

 

め

る

も

の
 

在

宅

の

重

症

心

身

障

害

者

及

び

 

重

症

心

身

障

害

児

に

対

す

る

通

 

所

の

方

法

に

よ

り

行

う

支

援

事

 

業

に

関

す

る

事

務

で

あ

っ

て

区

 

規

則

で

定

め

る

も

の

 

で

定

め

る

も

の

 

住

民

票

関

係

情

報

、

地

方

税

関

係

情

報

、

生

活

保

護

 

住

民

票

関

係

情

報

、

地

方

税

関

係

情

報

、

障

害

者

関

 

係

情

報

、

障

害

者

総

合

支

援

法

関

係

情

報

、

児

童

福

 

祉

法

関

係

情

報

、

特

別

児

童

扶

養

手

当

等

の

支

給

に

 

関

す

る

法

律

（

昭

和

三

十

九

年

法

律

第

百

三

十

四

号

）

 

に

よ

る

特

別

児

童

扶

養

手

当

等

の

支

給

に

関

す

る

情

 

報

（

以

下

「

特

別

児

童

扶

養

手

当

等

関

係

情

報

」

と

 

い

う

。

）

又

は

国

民

健

康

保

険

法

（

昭

和

三

十

三

年

 
法

律

第

百

九

十

二

号

）

に

よ

る

給

付

の

支

給

に

関

す

 

る

情

報

（

以

下

「

国

民

健

康

保

険

関

係

情

報

」

と

い

 

う

。

）

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

高

齢

者

の

医

療

の

確

保

に

関

す

る

法

律

に

よ

る

給

付

 

の

支

給

に

関

す

る

情

報

（

以

下

「

後

期

高

齢

者

医

療

 

関

係

情

報

」

と

い

う

。

）

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

 

る

も

の

 

生

活

保

護

関

係

情

報

、

中

国

残

留

邦

人

等

支

援

給

付

 

等

関

係

情

報

又

は

外

国

人

生

活

保

護

関

係

情

報

で

あ

 

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

住

民

票

関

係

情

報

、

地

方

税

関

係

情

報

、

生

活

保

護

 

関

係

情

報

、

中

国

残

留

邦

人

等

支

援

給

付

等

関

係

情

 

報

、

外

国

人

生

活

保

護

関

係

情

報

、

障

害

者

関

係

情

 

報

、

障

害

者

総

合

支

援

法

関

係

情

報

、

介

護

保

険

給

 

付

等

関

係

情

報

又

は

児

童

福

祉

法

関

係

情

報

で

あ

っ

 

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

 

 



 
 

 

                

十

三

 

区

長

 

十

二

 

区

長

 

十

一

 

区

長

 

十

 

区

長

 

九

 
区

長
 

 

法

別

表

第

一

の

九

の

項

に

定

め

 

法

別

表

第

一

の

七

の

項

に

定

め

 

る

児

童

福

祉

法

に

関

す

る

事

務

 

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

 

の

 

港

区

立

住

宅

条

例

に

よ

る

区

立

 

住

宅

の

管

理

に

関

す

る

事

務

で

 

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

港

区

子

ど

も

医

療

費

助

成

条

例

 
に

よ

る

医

療

費

の

助

成

に

関

す

 

る

事

務

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

 

め

る

も

の
 

港

区

ひ

と

り

親

家

庭

等

の

医

療

 

費

の

助

成

に

関

す

る

条

例

に

よ

 

る

医

療

費

の

助

成

に

関

す

る

事

 

務

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

 

も

の

 

に

よ

る

資

金

の

貸

付

け

に

関

す

 

る

事

務

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

 

め

る

も

の

 

住

民

票

関

係

情

報

、

地

方

税

関

係

情

報

、

生

活

保

護

 

地

方

税

関

係

情

報

、

生

活

保

護

関

係

情

報

、

中

国

残

 
留

邦

人

等

支

援

給

付

等

関

係

情

報

、

外

国

人

生

活

保

 

護

関

係

情

報

又

は

国

民

健

康

保

険

関

係

情

報

で

あ

っ

 

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

住

民

票

関

係

情

報

、

地

方

税

関

係

情

報

、

生

活

保

護

 

関

係

情

報

、

中

国

残

留

邦

人

等

支

援

給

付

等

関

係

情

 

報

、

外

国

人

生

活

保

護

関

係

情

報

、

障

害

者

関

係

情

 

報

、

児

童

扶

養

手

当

法

（

昭

和

三

十

六

年

法

律

第

二

 

百

三

十

八

号

）

に

よ

る

児

童

扶

養

手

当

の

支

給

に

関

 

す

る

情

報

（

以

下

「

児

童

扶

養

手

当

関

係

情

報

」

と

 

い

う

。

）

又

は

港

区

児

童

育

成

手

当

条

例

に

よ

る

児

 

童

育

成

手

当

の

支

給

に

関

す

る

情

報

（

以

下

「

児

童

 

育

成

手

当

関

係

情

報

」

と

い

う

。

）

で

あ

っ

て

区

規

 

則

で

定

め

る

も

の

 

住

民

票

関

係

情

報

、

生

活

保

護

関

係

情

報

、

中

国

残

 

留

邦

人

等

支

援

給

付

等

関

係

情

報

又

は

外

国

人

生

活

 

保

護

関

係

情

報

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

住

民

票

関

係

情

報

、

地

方

税

関

係

情

報

、

障

害

者

関

 

係

情

報

、

障

害

者

総

合

支

援

法

関

係

情

報

、

児

童

福

 

祉

法

関

係

情

報

、

特

別

児

童

扶

養

手

当

等

関

係

情

報

 

又

は

国

民

健

康

保

険

関

係

情

報

で

あ

っ

て

区

規

則

で

 

定

め

る

も

の

 

関

係

情

報

、

中

国

残

留

邦

人

等

支

援

給

付

等

関

係

情

 

報

又

は

外

国

人

生

活

保

護

関

係

情

報

で

あ

っ

て

区

規

 

則

で

定

め

る

も

の

 

 



 
 

 

                

十

八

 

区

長

 

十

七

 

区

長

 

十

六

 

区

長

 

十

五

 

区

長

 

十

四

 
区

長

 

 

法

別

表

第

一

の

四

十

一

の

項

に

 

定

め

る

老

人

福

祉

法

（

昭

和

三

 

十

八

年

法

律

第

百

三

十

三

号

）

 

に

関

す

る

事

務

で

あ

っ

て

区

規

 

法

別

表

第

一

の

三

十

七

の

項

に

 

定

め

る

児

童

扶

養

手

当

法

に

関

 

す

る

事

務

で

あ

っ

て

区

規

則

で

 

定

め

る

も

の

 

法

別

表

第

一

の

三

十

の

項

に

定

 

め

る

国

民

健

康

保

険

法

に

関

す

 

る

事

務

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

 

め

る

も

の

 

法

別

表

第

一

の

十

九

の

項

に

定

 

め

る

公

営

住

宅

法

（

昭

和

二

十

 

六

年

法

律

第

百

九

十

三

号

）

に

 

関

す

る

事

務

で

あ

っ

て

区

規

則

 

で

定

め

る

も

の
 

法

別

表

第

一

の

十

六

の

項

に

定

 

め

る

地

方

税

法

そ

の

他

の

地

方

 

税

に

関

す

る

法

律

及

び

こ

れ

ら

 

の

法

律

に

基

づ

く

条

例

に

関

す

 

る

事

務

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

 
め

る

も

の

 
る

児

童

福

祉

法

に

関

す

る

事

務

 

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

 

の

 

地

方

税

関

係

情

報

、

中

国

残

留

邦

人

等

支

援

給

付

等

 

関

係

情

報

、

外

国

人

生

活

保

護

関

係

情

報

、

障

害

者

 

関

係

情

報

、

介

護

保

険

給

付

等

関

係

情

報

又

は

国

民

 

健

康

保

険

関

係

情

報

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

 

国

民

健

康

保

険

関

係

情

報

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

 

る

も

の

 

地

方

税

関

係

情

報

、

生

活

保

護

関

係

情

報

、

中

国

残

 

留

邦

人

等

支

援

給

付

等

関

係

情

報

又

は

外

国

人

生

活

 

保

護

関

係

情

報

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

地

方

税

関

係

情

報

、

生

活

保

護

関

係

情

報

、

中

国

残

 

留

邦

人

等

支

援

給

付

等

関

係

情

報

、

外

国

人

生

活

保

 

護

関

係

情

報

、

児

童

扶

養

手

当

関

係

情

報

又

は

児

童

 

育

成

手

当

関

係

情

報

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

 

の

 

生

活

保

護

関

係

情

報

又

は

外

国

人

生

活

保

護

関

係

情

 

報

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

関

係

情

報

、

中

国

残

留

邦

人

等

支

援

給

付

等

関

係

情

 

報

、

外

国

人

生

活

保

護

関

係

情

報

、

障

害

者

関

係

情

 

報

、

児

童

扶

養

手

当

関

係

情

報

又

は

国

民

健

康

保

険

 

関

係

情

報

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

 



 
 

 

                

二

十

四

 

区

長

 

二

十

三

 

区

長

 

二

十

二

 

区

長

 

二

十

一

 

区

長

 

二

十

 

区

長

 

十

九
 

区

長

 

 

法

別

表

第

一

の

五

十

九

の

項

に

 

法

別

表

第

一

の

四

十

九

の

項

に

 

定

め

る

母

子

保

健

法

（

昭

和

四

 

十

年

法

律

第

百

四

十

一

号

）

に

 

関

す

る

事

務

で

あ

っ

て

区

規

則

 

で

定

め

る

も

の

 

法

別

表

第

一

の

四

十

七

の

項

に

 

定

め

る

特

別

児

童

扶

養

手

当

等

 

の

支

給

に

関

す

る

法

律

に

関

す
 

る

事

務

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定
 

め

る

も

の

 

法

別

表

第

一

の

四

十

六

の

項

に

 

定

め

る

特

別

児

童

扶

養

手

当

等

 

の

支

給

に

関

す

る

法

律

に

関

す

 

る

事

務

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

 

め

る

も

の

 

法

別

表

第

一

の

四

十

五

の

項

に

 

定

め

る

母

子

及

び

父

子

並

び

に

 
寡

婦

福

祉

法

に

関

す

る

事

務

で

 
あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

法

別

表

第

一

の

四

十

三

の

項

に

 

定

め

る

母

子

及

び

父

子

並

び

に

 

寡

婦

福

祉

法

（

昭

和

三

十

九

年

 

法

律

第

百

二

十

九

号

）

に

関

す

 

る

事

務

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

 

め

る

も

の

 

則

で

定

め

る

も

の

 

生

活

保

護

関

係

情

報

、

中

国

残

留

邦

人

等

支

援

給

付

 

住

民

票

関

係

情

報

、

地

方

税

関

係

情

報

、

生

活

保

護

 
関

係

情

報

、

中

国

残

留

邦

人

等

支

援

給

付

等

関

係

情

 
報

、

外

国

人

生

活

保

護

関

係

情

報

又

は

国

民

健

康

保

 

険

関

係

情

報

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

住

民

票

関

係

情

報

、

地

方

税

関

係

情

報

、

障

害

者

関

 

係

情

報

、

障

害

者

総

合

支

援

法

関

係

情

報

又

は

老

人

 

福

祉

法

に

よ

る

施

設

入

所

に

関

す

る

情

報

（

以

下

「

 

老

人

福

祉

法

関

係

情

報

」

と

い

う

。

）

で

あ

っ

て

区

 

規

則

で

定

め

る

も

の

 

障

害

者

関

係

情

報

又

は

国

民

健

康

保

険

関

係

情

報

で

 

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

生

活

保

護

関

係

情

報

、

中

国

残

留

邦

人

等

支

援

給

付

 

等

関

係

情

報

又

は

外

国

人

生

活

保

護

関

係

情

報

で

あ

 

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

住

民

票

関

係

情

報

、

地

方

税

関

係

情

報

、

生

活

保

護

 

関

係

情

報

、

中

国

残

留

邦

人

等

支

援

給

付

等

関

係

情

 

報

、

外

国

人

生

活

保

護

関

係

情

報

、

障

害

者

関

係

情

 

報

又

は

児

童

扶

養

手

当

関

係

情

報

で

あ

っ

て

区

規

則

 

で

定

め

る

も

の

 

の

 

 



 
 

 

         

別

表

第

三

（

第

十

五

条

の

二

関

係

） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

    
 

 

 

二

十

六

 

区

長

 

二

十

五

 

区

長

 

 

法

別

表

第

一

の

七

十

の

項

に

定

 
め

る

感

染

症

の

予

防

及

び

感

染

 

症

の

患

者

に

対

す

る

医

療

に

関

 

す

る

法

律

（

平

成

十

年

法

律

第

 

百

十

四

号

）

に

関

す

る

事

務

で

 

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

法

別

表

第

一

の

六

十

八

の

項

に

 

定

め

る

介

護

保

険

法

に

関

す

る

 

事

務

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

 

る

も

の

 

定

め

る

高

齢

者

の

医

療

の

確

保

 

に

関

す

る

法

律

に

関

す

る

事

務

 

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

 

の

 

生

活

保

護

関

係

情

報

、

中

国

残

留

邦

人

等

支

援

給

付

 

等

関

係

情

報

、

外

国

人

生

活

保

護

関

係

情

報

、

国

民

 

健

康

保

険

関

係

情

報

又

は

後

期

高

齢

者

医

療

関

係

情

 

報

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

住

民

票

関

係

情

報

、

地

方

税

関

係

情

報

、

生

活

保

護

 

関

係

情

報

、

中

国

残

留

邦

人

等

支

援

給

付

等

関

係

情

 

報

、

外

国

人

生

活

保

護

関

係

情

報

、

国

民

健

康

保

険

 

関

係

情

報

又

は

後

期

高

齢

者

医

療

関

係

情

報

で

あ

っ

 

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

等

関

係

情

報

、

外

国

人

生

活

保

護

関

係

情

報

、

障

害

 

者

関

係

情

報

又

は

介

護

保

険

給

付

等

関

係

情

報

で

あ

 

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

 

二

 

教

育

委

員

会

 

一

 

区

長

 

情

報

照

会

機

関

 

学

校

教

育

法

に

よ

る

就

学

に

 

生

活

に

困

窮

す

る

外

国

人

に

 

対

す

る

生

活

保

護

法

に

よ

る

 

保

護

に

準

ず

る

措

置

に

関

す

 

る

事

務

で

あ

っ

て

区

規

則

で

 

定

め

る

も

の

 

事

 
 

 
 

務

 

区

長

 

教

育

委

員

会

 

情

報

提

供

機

関

 

住

民

票

関

係

情

報

、

地

方

税

関

係

 

学

校

保

健

安

全

法

（

昭

和

三

十

三

 

年

法

律

第

五

十

六

号

）

に

よ

る

医

 

療

に

要

す

る

費

用

に

つ

い

て

の

援

 

助

に

関

す

る

情

報

（

以

下

「

学

校

 

保

健

安

全

法

関

係

情

報

」

と

い

う

。

）

 

で

あ

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

特

定

個

人

情

報

 

 



              
 

 

  
 

 

付 

則 

 

こ

の

条

例

は

、

平

成

二

十

八

年

一

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。 

五

 

区

長

 

四

 

教

育

委

員

会

 

三

 

区

長
 

 

法

別

表

第

一

の

六

十

三

の

項

 

に

定

め

る

中

国

残

留

邦

人

等

 

の

円

滑

な

帰

国

の

促

進

並

び

 

に

永

住

帰

国

し

た

中

国

残

留
 

邦

人

等

及

び

特

定

配

偶

者

の
 

自

立

の

支

援

に

関

す

る

法

律

 

に

関

す

る

事

務

で

あ

っ

て

区

 

規

則

で

定

め

る

も

の

 

法

別

表

第

一

の

二

十

七

の

項

 
に

定

め

る

学

校

保

健

安

全

法

 

に

関

す

る

事

務

で

あ

っ

て

区

 

規

則

で

定

め

る

も

の

 

法

別

表

第

一

の

十

五

の

項

に

 

定

め

る

生

活

保

護

法

に

関

す

 

る

事

務

で

あ

っ

て

区

規

則

で

 

定

め

る

も

の

 

必

要

な

経

費

の

援

助

に

関

す

 

る

事

務

で

あ

っ

て

区

規

則

で

 

定

め

る

も

の

 

教

育

委

員

会

 

区

長

 

教

育

委

員

会

 

 

学

校

保

健

安

全

法

関

係

情

報

で

あ

 

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

住

民

票

関

係

情

報

、

地

方

税

関

係

 

情

報

、

生

活

保

護

関

係

情

報

、

外

 

国

人

生

活

保

護

関

係

情

報

、

児

童

 

福

祉

法

関

係

情

報

又

は

児

童

扶

養

 

手

当

関

係

情

報

で

あ

っ

て

区

規

則

 

で

定

め

る

も

の

 

学

校

保

健

安

全

法

関

係

情

報

で

あ

 

っ

て

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

情

報

、

生

活

保

護

関

係

情

報

、

外

 

国

人

生

活

保

護

関

係

情

報

又

は

児

 

童

扶

養

手

当

関

係

情

報

で

あ

っ

て

 

区

規

則

で

定

め

る

も

の

 

 



（

説 

明

） 

 
行

政

手

続

に

お

け

る

特

定

の

個

人

を

識

別

す

る

た

め

の

番

号

の

利

用

等

に

関

す

る

法

律

（

平

成

二

十

五

年

法 

律

第

二

十

七

号

）

に

基

づ

き

、

区

に

お

け

る

個

人

番

号

を

利

用

す

る

こ

と

が

で

き

る

事

務

等

を

定

め

る

た

め

、 

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 



議

案

第

五

十

七

号 

 
 

 

港

区

事

務

手

数

料

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

港

区

事

務

手

数

料

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

 

港

区

事

務

手

数

料

条

例

（

昭

和

三

十

三

年

港

区

条

例

第

二

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 

第

二

条

中

第

十

七

号

を

第

十

八

号

と

し

、

同

条

第

十

六

号

中

「

（

印

鑑

登

録

証

を

兼

ね

る

も

の

を

含

み

、

住

民

基

本

台

帳

法

（

昭

和

四

十

二

年

法

律

第

八

十

一

号

）

第

三

十

条

の

四

十

四

第

一

項

の

規

定

に

基

づ

く

住

民

基

本

台

帳

カ

ー

ド

（

以

下

「

住

民

基

本

台

帳

カ

ー

ド

」

と

い

う

。

）

で

自

動

交

付

機

カ

ー

ド

を

兼

ね

る

も

の

を

除

く

。

以

下

同

じ

。

）

」

を

削

り

、

同

号

を

同

条

第

十

七

号

と

し

、

同

条

第

十

五

号

の

次

に

次

の

一

号

を

加

え

る 

 

十

六 

印

鑑

登

録

証

の

交

付 

 

第

三

条

第

一

項

中

第

三

号

を

第

四

号

と

し

、

第

二

号

の

次

に

次

の

一

号

を

加

え

る

。 

 

三 

印

鑑

登

録

証

の

交

付

に

つ

い

て

は

、

一

件

に

つ

き

五

十

円

と

す

る

。 

 

第

三

条

第

二

項

第

二

号

中

「

謄

抄

本

等

」

の

下

に

「

、

印

鑑

登

録

証

」

を

加

え

る

。 

 
 

 

。 



 

第

六

条

の

三

中

「

第

三

条

第

一

項

第

三

号

」

の

下

に

「

及

び

第

四

号

」

を

加

え

、

「

自

動

交

付

機

カ

ー

ド

」

を

「

印

鑑

登

録

証

及

び

自

動

交

付

機

カ

ー

ド

」

に

改

め

る

。 
別

表

九

の

項

中

「

住

民

基

本

台

帳

法

」

の

下

に

「

（

昭

和

四

十

二

年

法

律

第

八

十

一

号

）

」

を

加

え

、

同

表

十

の

項

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

       

別

表

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。 

  

十 

行

政

手

続

に

お

け

る

特

定

の 

個

人

を

識

別

す

る

た

め

の

番

号 

の

利

用

等

に

関

す

る

法

律

の

規 

定

に

よ

る

通

知

カ

ー

ド

及

び

個 

人

番

号

カ

ー

ド

並

び

に

情

報

提 

供

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

シ

ス

テ

ム

に 

よ

る

特

定

個

人

情

報

の

提

供

等 

に

関

す

る

省

令

（

平

成

二

十

六 

年

総

務

省

令

第

八

十

五

号

。

次 

項

に

お

い

て

「

省

令

」

と

い

う 

第

十

一

条

第

三

項

の

規

定

に

基 

づ

く

通

知

カ

ー

ド

の

再

交

付

（ 

再

交

付

が

や

む

を

得

な

い

も

の 

と

し

て

区

規

則

で

定

め

る

場

合 

を

除

く

。

） 

通

知

カ

ー

ド

の

再

交

付 

手

数

料 

一

件

に

つ

き 

五

百

円

再

交

付

申

請 

の

と

き

。 

 

十

一 

省

令

第

二

十

八

条

第

一

項 

の

規

定

に

基

づ

く

個

人

番

号

カ 

ー

ド

の

再

交

付

（

再

交

付

が

や 

む

を

得

な

い

も

の

と

し

て

区

規 

則

で

定

め

る

場

合

を

除

く

。

） 

個

人

番

号

カ

ー

ド

の

再 

交

付

手

数

料 
一

件

に

つ

き 

八

百

円

再

交

付

申

請 

の

と

き

。 

 
 

）

 

。 

 



   
 

 
付 

則 

 

こ

の

条

例

は

、

平

成

二

十

八

年

一

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。 

（

説 

明

） 

行

政

手

続

に

お

け

る

特

定

の

個

人

を

識

別

す

る

た

め

の

番

号

の

利

用

等

に

関

す

る

法

律

（

平

成

二

十

五

年

法

律

第

二

十

七

号

）

の

施

行

等

に

伴

い

、

通

知

カ

ー

ド

、

個

人

番

号

カ

ー

ド

及

び

印

鑑

登

録

証

の

再

交

付

手

数

料

を

新

設

す

る

ほ

か

、

規

定

を

整

備

す

る

た

め

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 

十

一 

省

令

第

二

十

八

条

第

一

項 

の

規

定

に

基

づ

く

個

人

番

号

カ 

ー

ド

の

再

交

付

（

再

交

付

が

や 

む

を

得

な

い

も

の

と

し

て

区

規 

則

で

定

め

る

場

合

を

除

く

。

） 

個

人

番

号

カ

ー

ド

の

再 

交

付

手

数

料 

一

件

に

つ

き 
 

八

百

円

再

交

付

申

請 

の

と

き

。 

 

 



議

案

第

五

十

八

号 

 
 

 

港

区

自

転

車

等

の

放

置

防

止

及

び

自

転

車

等

駐

車

場

の

整

備

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す 
 

 
 

 
 

 
る

条

例 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

港

区

自

転

車

等

の

放

置

防

止

及

び

自

転

車

等

駐

車

場

の

整

備

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す 
 

 
 

 
 

 

る

条

例 

 

港

区

自

転

車

等

の

放

置

防

止

及

び

自

転

車

等

駐

車

場

の

整

備

に

関

す

る

条

例

（

平

成

十

一

年

港

区

条

例

第

二 

十

三

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 

第

十

五

条

第

二

項

の

表

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。 

   
 

 
 

    

港

区

立

麻

布

十

番

駅

自

転

車

等

駐

車

場 

港

区

立

広

尾

駅

自

転

車

駐

車

場 

港

区

立

桜

田

公

園

自

転

車

駐

車

場 

東

京

都

港

区

麻

布

十

番

一

丁

目

四

番

十

四

号

東

京

都

港

区

南

麻

布

五

丁

目

一

番

二

十

五

号

東

京

都

港

区

新

橋

三

丁

目

十

六

番

十

五

号 

自

転

車

等 

自

転

車 

自

転

車 



付 

則 
（

施

行

期

日

） 

１ 

こ

の

条

例

は

、

各

規

定

に

つ

き

、

区

規

則

で

定

め

る

日

か

ら

施

行

す

る

。 

（

経

過

措

置

） 

２ 

港

区

立

桜

田

公

園

自

転

車

駐

車

場

、

港

区

立

広

尾

駅

自

転

車

駐

車

場

及

び

港

区

立

麻

布

十

番

駅

自

転

車

等 

駐

車

場

の

利

用

に

係

る

こ

の

条

例

に

よ

る

改

正

後

の

港

区

自

転

車

等

の

放

置

防

止

及

び

自

転

車

等

駐

車

場

の 

整

備

に

関

す

る

条

例

（

以

下

「

改

正

後

の

条

例

」

と

い

う

。

）

第

十

九

条

の

規

定

に

よ

る

区

長

の

承

認

は

、 

第

十

五

条

第

二

項

の

表

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

改

正

規

定

の

施

行

の

日

前

に

お

い

て

も

行

う

こ

と

が

で

き

る

。 

３ 

港

区

立

桜

田

公

園

自

転

車

駐

車

場

、

港

区

立

広

尾

駅

自

転

車

駐

車

場

及

び

港

区

立

麻

布

十

番

駅

自

転

車

等

駐

車

場

に

つ

い

て

、

区

長

は

、

改

正

後

の

条

例

第

十

九

条

の

規

定

に

よ

る

承

認

を

行

っ

た

日

か

ら

改

正

後

の

条

例

第

三

十

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

指

定

管

理

者

を

指

定

す

る

ま

で

の

間

、

改

正

後

の

条

例

別

表

第

二

に

定

め

る

額

の

範

囲

内

に

お

い

て

、

区

長

が

定

め

る

使

用

料

を

徴

収

す

る

。 

４ 

前

項

の

場

合

に

あ

っ

て

は

、

改

正

後

の

条

例

第

二

十

一

条

第

一

項

、

第

五

項

及

び

第

六

項

、

第

二

十

二

条 

並

び

に

第

二

十

三

条

の

規

定

を

準

用

す

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

改

正

後

の

条

例

第

二

十

一

条

第

一

項

中 

「

第

三

十

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

る

指

定

を

受

け

た

者

（

以

下

こ

の

条

か

ら

第

二

十

三

条

ま

で

に

お

い

て 

「

指

定

管

理

者

」

と

い

う

。

）

」

と

あ

る

の

は

「

区

長

」

と

、

「

利

用

に

係

る

料

金

（

以

下

「

利

用

料

金

」 

と

い

う

。

）

」

と

あ

る

の

は

「

使

用

料

」

と

、

第

二

十

一

条

第

五

項

中

「

指

定

管

理

者

」

と

あ

る

の

は

「

区 



長

」

と

、

「

利

用

料

金

を

毎

月

末

日

ま

で

に

、

一

時

利

用

の

場

合

に

つ

い

て

は

所

定

の

利

用

料

金

を

利

用

を 
開

始

す

る

と

き

」

と

あ

る

の

は

「

使

用

料

を

毎

月

末

日

」

と

、

同

条

第

六

項

中

「

利

用

料

金

」

と

あ

る

の

は 
「

使

用

料

」

と

、

第

二

十

二

条

中

「

指

定

管

理

者

」

と

あ

る

の

は

「

区

長

」

と

、

「

利

用

料

金

」

と

あ

る

の 

は

「

使

用

料

」

と

、

第

二

十

三

条

中

「

利

用

料

金

」

と

あ

る

の

は

「

使

用

料

」

と

、

同

条

た

だ

し

書

中

「

指 

定

管

理

者

」

と

あ

る

の

は

「

区

長

」

と

読

み

替

え

る

も

の

と

す

る

。 

（

説 

明

） 

 

桜

田

公

園

自

転

車

駐

車

場

、

広

尾

駅

自

転

車

駐

車

場

及

び

麻

布

十

番

駅

自

転

車

等

駐

車

場

を

設

置

す

る

た

め

、 

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 

 



議

案

第

五

十

九

号 

 
 

 
港

区

地

区

計

画

の

区

域

内

に

お

け

る

建

築

物

の

制

限

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

港

区

地

区

計

画

の

区

域

内

に

お

け

る

建

築

物

の

制

限

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

港

区

地

区

計

画

の

区

域

内

に

お

け

る

建

築

物

の

制

限

に

関

す

る

条

例

（

平

成

三

年

港

区

条

例

第

二

十

一

号

） 

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

別

表

第

一

環

状

第

二

号

線

新

橋

・

虎

ノ

門

地

区

地

区

整

備

計

画

の

項

中

「

（

平

成

二

十

七

年

東

京

都

告

示

第

百

九

十

八

号

）

」

を

「

（

平

成

二

十

七

年

東

京

都

告

示

第

九

百

七

十

五

号

）

」

に

改

め

、

同

表

田

町

駅

東

口

北

地

区

地

区

整

備

計

画

の

項

の

次

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。 

竹
芝
地
区
地
区
整
備
計
画 

都
市
計
画
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
竹
芝
地
区
地
区
計
画
（
平
成
二
十
七
年
港
区
告
示
第
八
十
一
号
）
の
う
ち
、
地

区
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
た
区
域 

 

別

表

第

一

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。 

虎
ノ
門
駅
南
地
区
地
区
整
備
計
画 

都
市
計
画
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
さ
れ
た
虎
ノ
門
駅
南
地
区
地
区
計
画
（
平
成
二
十
七
年
東
京
都
告
示
第
千
九
十
四
号
）

の
う
ち
、
地
区
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
た
区
域 

 

別

表

第

二

環

状

第

二

号

線

新

橋

・

虎

ノ

門

地

区

地

区

整

備

計

画

の

項

中

「

横

断

歩

道

橋

の

部

分

」

を

「

横

断



歩

道

橋

、

歩

行

者

デ

ッ

キ

、

地

下

歩

行

者

通

路

出

入

口

及

び

こ

れ

ら

に

設

置

さ

れ

る

屋

根

、

庇

、

柱

、

壁

そ

の

他

こ

れ

ら

に

類

す

る

も

の

」

に

、 
 

Ⅳ
街
区 

  
 

  
 

  
 

 

 

Ⅴ
街
区 

 
風
営
法
第
二
条
第
一
項
第
七
号
及
び
第
八
号
並 

び
に
同
条
第
五
項
の
い
ず
れ
か
の
用
に
供
す
る 

建
築
物 

 
 

 
 

 
 

 

 

Ⅶ
街
区 

  
 

 
 

 

 

計
画
図
に
示
す

壁
面
の
位
置
の

数
値
（
敷
地
面

積
が
二
百
五
十

平
方
メ
ー
ト
ル

未
満
で
あ
る
も

の
を
除
く
。
）

た
だ
し
、
歩
行

者
の
安
全
性
及

び
快
適
性
を
確

保
す
る
た
め
に

必
要
な
庇
そ
の

他
こ
れ
に
類
す

る
も
の
並
び
に

壁
面
緑
化
の
た

め
の
施
設
を
除

く
。 

 

八
十
メ
ー
ト

ル
。
た
だ
し

都
市
再
生
特 

別
措
置
法
（ 

平
成
十
四
年

法
律
第
二
十

二
号
）
第
三 

十
六
条
第
一

項
に
基
づ
く

都
市
再
生
特

別
地
区
の
区

域
内
の
建
築

物
に
つ
い
て

は

、
こ
の
限

り
で
な
い
。 

建
築
物
の
高

さ
は
、
令
第 

二
条
第
一
項

第
六
号
に
定

め
る
高
さ
に

よ
る
。 

 
 

 

 
 

Ⅳ
街
区 

 

風
営
法
第
二
条
第
一
項
第
七
号
及
び
第
八
号
に 

掲
げ
る
風
俗
営
業
並
び
に
同
条
第
五
項
に
規
定 

す
る
営
業
の
用
に
供
す
る
建
築
物 

  
 

  
 

 

計
画
図
に
示
す

壁
面
の
位
置
の

数
値
（
敷
地
面

積
が
二
百
五
十

平
方
メ
ー
ト
ル

未
満
で
あ
る
も

の
を
除
く
。
）

た
だ
し
、
歩
行

者
の
安
全
性
及

び
快
適
性
を
確

保
す
る
た
め
に

必
要
な
庇
そ
の 

 

八
十
メ
ー
ト

ル
。
た
だ
し

都
市
再
生
特 

別
措
置
法
（ 

平
成
十
四
年

法
律
第
二
十

二
号
）
第
三 

十
六
条
第
一

項
に
基
づ
く

都
市
再
生
特

別
地
区
の
区

域
内
の
建
築 

  
 

 

「 
 

 

」 

、 

。 

「 
 

を 

。 

、 



  
 

 
 

 
 

 

他
こ
れ
に
類
す

る
も
の
並
び
に

壁
面
緑
化
の
た

め
の
施
設
を
除

く
。 

 

物
に
つ
い
て

は

、
こ
の
限

り
で
な
い
。 

建
築
物
の
高

さ
は
、
令
第 

二
条
第
一
項

第
六
号
に
定

め
る
高
さ
に

よ
る
。 

 
 

 

 

Ⅴ
街
区 

Ⅴ
―
一 

街
区 

 

一 

建
築
物
の
地
上
一
階
部
分
を
次
に
掲
げ
る 

用
途
に
供
す
る
建
築
物
以
外
の
建
築
物
（
エ 

ン
ト
ラ
ン
ス
、
廊
下
、
階
段
、
管
理
諸
室
等 

建
築
物
の
共
用
の
部
分
及
び
自
動
車
車
庫
そ 

の
他
用
途
上
や
む
を
得
な
い
部
分
を
除
く
。
） 

 

一 

物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗 

 

二 

飲
食
店 

 

三 

展
示
場
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の 

 

四 

郵
便
局
、
銀
行
の
支
店
、
美
容
院
、
貸 

衣
装
屋
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
サ
ー
ビ 

ス
業
を
営
む
店
舗 

二 

風
営
法
第
二
条
第
一
項
第
七
号
及
び
第
八 

号
に
掲
げ
る
風
俗
営
業
並
び
に
同
条
第
五
項 

に
規
定
す
る
営
業
の
用
に
供
す
る
建
築
物 

 
 

 
 

千
平 

方
メ 

ー
ト 

ル 
  

 

計
画
図
に
示
す

壁
面
の
位
置
の

数
値
。
た
だ
し

歩
行
者
の
安
全

性
及
び
快
適
性

を
確
保
す
る
た

め
に
必
要
な
庇

そ
の
他
こ
れ
に

類
す
る
も
の
並

び
に
壁
面
緑
化

の
た
め
の
施
設

を
除
く
。 

 

八
十
メ
ー
ト

ル 建
築
物
の
高

さ
は 

令
第

二
条
第
一
項

第
六
号
に
定

め
る
高
さ
に

よ
る
。 

 
 

 

 

Ⅴ
街
区 

（
Ⅴ
― 

一
街
区 

を
除
く 

 
 

 
 

 
 

 

 

Ⅶ
街
区 

 

風
営
法
第
二
条
第
一
項
第
七
号
及
び
第
八
号
に 

掲
げ
る
風
俗
営
業
並
び
に
同
条
第
五
項
に
規
定 

す
る
営
業
の
用
に
供
す
る
建
築
物 

 
 

 
 

 

計
画
図
に
示
す

壁
面
の
位
置
の

数
値
（
敷
地
面

積
が
二
百
五
十

平
方
メ
ー
ト
ル

未
満
で
あ
る
も

の
を
除
く
。
）

た
だ
し
、
歩
行

者
の
安
全
性
及

び
快
適
性
を
確

保
す
る
た
め
に

必
要
な
庇
そ
の

他
こ
れ
に
類
す

る
も
の
並
び
に

壁
面
緑
化
の
た

め
の
施
設
を
除

く
。 

 

八
十
メ
ー
ト

ル
。
た
だ
し

都
市
再
生
特 

別
措
置
法
第 

三
十
六
条
第

一
項
に
基
づ

く
都
市
再
生

特
別
地
区
の

区
域
内
の
建

築
物
に
つ
い

て
は

、
こ
の

限
り
で
な
い

建
築
物
の
高

さ
は
、
令
第 

二
条
第
一
項

第
六
号
に
定

め
る
高
さ
に

よ
る
。 

 
 

 

（） （） （） （） 

、  

、 

に

改

め

、 

 

。 ） 

。 

、 。 

 

」 



同

表

田

町

駅

東

口

北

地

区

地

区

整

備

計

画

の

項

の

次

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。 
 

Ａ
街
区 

 

風
営
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び 

第
七
号
に
掲
げ
る
風
俗
営
業
並
び
に
同
条
第
五 

項
に
規
定
す
る
営
業
の
用
に
供
す
る
建
築
物 

  
 

  
 

 
  

 
 

 
 

竹

芝

地

区

地

区

整

備

計 

画

 

 

Ｂ
街
区 

 

風
営
法
第
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
風
俗
営 

業
及
び
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
営
業
の
用
に 

供
す
る
建
築
物 

 
 

 
 

 

計
画
図
に
示
す

壁
面
の
位
置
の

数
値
。
た
だ
し 

歩
行
者
の
回
遊

性
及
び
利
便
性

を
高
め
る
た
め

に
設
け
る
歩
行

者
デ
ッ
キ
、
階

段
、
エ
ス
カ
レ 

ー
タ
ー
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
等
並

び
に
こ
れ
ら
に

設
置
さ
れ
る
屋

根
、
柱
、
壁
そ

の
他
こ
れ
ら
に

類
す
る
も
の
を

除
く
。 

 
 

 
 

 

別

表

第

二

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。 
 

虎

ノ

門

駅

南

地

区

地

区

整

備

計 

画

 

 

Ａ
街
区 

 

一 

地
上
三
階
か
ら
地
下
一
階
ま
で
の
床
面
積 

の
合
計
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す 

る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
千
百
平
方
メ
ー 

ト
ル
未
満
の
建
築
物
。
た
だ
し
、
教
会
の
用 

に
供
す
る
建
築
物
を
除
く
。 

 

一 

物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗 

 

二 

飲
食
店 

 

三 

郵
便
局
、
銀
行
の
支
店
、
美
容
院
、
貸 

衣
装
屋
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
サ
ー
ビ 

ス
業
を
営
む
店
舗 

二 

風
営
法
第
二
条
第
一
項
第
七
号
及
び
第
八 

号
に
掲
げ
る
風
俗
営
業
並
び
に
同
条
第
五
項 

に
規
定
す
る
営
業
の
用
に
供
す
る
建
築
物 

  
 

  
 

五
千 

平
方 

メ
ー 

ト
ル 

た
だ 

し
、 

市
街 

地
再 

開
発 

事
業 

に
よ 

り
定 

め
ら 

れ
た 

五
千 

平
方 

メ
ー 

ト
ル 

に
満 

 

 

計
画
図
に
示
す

壁
面
の
位
置
の

数
値
。
た
だ
し
、

歩
行
者
の
回
遊

性
及
び
利
便
性

を
高
め
る
た
め

に
設
け
る
歩
行

者
デ
ッ
キ
、
階

段
、
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
等
並

び
に
こ
れ
ら
に

設
置
さ
れ
る
屋

根
、
柱
、
壁
そ

の
他
こ
れ
ら
に

類
す
る
も
の
、

歩
行
者
の
快
適

性
及
び
安
全
性

を
高
め
る
た
め 

 
  

 
 

 

、 

（） （） （） 

。  



 
  

 
 

 
 

 

た
な 

い
建 

築
物 

の
敷 

地
で 

所
有 

権
そ 

の
他 

の
権 

利
に 

基
づ 

き
、 

そ
の 

全
部 

を
一 

の
敷 

地
と 

し
て 

使
用 

す
る 

場
合 

を
除 

く
。 

 

 
 

 
 

 

 
 

Ｂ
街
区 

 

一 

地
上
三
階
か
ら
地
下
一
階
ま
で
の
床
面
積 

の
合
計
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す 

る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
三
百
平
方
メ
ー 

ト
ル
未
満
の
建
築
物 

 

一 

物
品
販
売
業
を
営
む
店
舗 

 

二 

飲
食
店 

 

三 

郵
便
局
、
銀
行
の
支
店
、
美
容
院
、
貸 

衣
装
屋
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
サ
ー
ビ 

ス
業
を
営
む
店
舗 

二 

風
営
法
第
二
条
第
一
項
第
七
号
及
び
第
八 

号
に
掲
げ
る
風
俗
営
業
並
び
に
同
条
第
五
項 

に
規
定
す
る
営
業
の
用
に
供
す
る
建
築
物 

 
 

 
 

二
千 

平
方 

メ
ー 

ト
ル 

  

 

に
設
け
る
屋
根

庇
、
落
下
防
止

柵
そ
の
他
こ
れ

ら
に
類
す
る
も

の
、
地
下
鉄
駅

出
入
口
施
設
、

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
等
の
公
益
上

必
要
な
建
築
物

そ
の
他
こ
れ
ら

に
類
す
る
も
の

教
会
、
建
築
物

の
出
入
口
の
上

部
に
位
置
す
る

庇
の
部
分
並
び

に
給
排
気
施
設

の
部
分
を
除
く 

 
 

 
 

 

付 

則 

 

こ

の

条

例

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。 

（

説 

明

） 

（） （） （） 

 

、 

 

、 

 

。 

 

、 



 
環

状

第

二

号

線

新

橋

・

虎

ノ

門

地

区

地

区

計

画

の

都

市

計

画

決

定

の

変

更

並

び

に

竹

芝

地

区

地

区

計

画

及

び

虎

ノ

門

駅

南

地

区

地

区

計

画

の

決

定

に

伴

い

、

規

定

を

整

備

す

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 



議

案

第

六

十

号 

 
 

 

港

区

住

民

基

本

台

帳

カ

ー

ド

の

利

用

に

関

す

る

条

例

を

廃

止

す

る

条

例 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

港

区

住

民

基

本

台

帳

カ

ー

ド

の

利

用

に

関

す

る

条

例

を

廃

止

す

る

条

例 

 

港

区

住

民

基

本

台

帳

カ

ー

ド

の

利

用

に

関

す

る

条

例

（

平

成

十

八

年

港

区

条

例

第

十

八

号

）

は

、

廃

止

す

る 
 

 

 
 

 

付 

則 

１ 

こ

の

条

例

は

、

平

成

二

十

八

年

一

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。 

２ 

こ

の

条

例

の

施

行

の

際

、

現

に

交

付

さ

れ

て

い

る

行

政

手

続

に

お

け

る

特

定

の

個

人

を

識

別

す

る

た

め

の

番

号

の

利

用

等

に

関

す

る

法

律

の

施

行

に

伴

う

関

係

法

律

の

整

備

等

に

関

す

る

法

律

（

平

成

二

十

五

年

法

律

第

二

十

八

号

）

に

よ

る

改

正

前

の

住

民

基

本

台

帳

法

（

昭

和

四

十

二

年

法

律

第

八

十

一

号

）

第

三

十

条

の

四

十

四

第

一

項

に

規

定

す

る

住

民

基

本

台

帳

カ

ー

ド

の

利

用

に

つ

い

て

は

、

こ

の

条

例

に

よ

る

廃

止

前

の

港

区

住

民

基

本

台

帳

カ

ー

ド

の

利

用

に

関

す

る

条

例

（

第

三

条

の

規

定

を

除

く

。

）

は

、

こ

の

条

例

の

施

行

後

も 

な

お

そ

の

効

力

を

有

す

る

。 

 
 

。 
 

 
 

、 
 



（

説 

明

） 

 
行

政

手

続

に

お

け

る

特

定

の

個

人

を

識

別

す

る

た

め

の

番

号

の

利

用

等

に

関

す

る

法

律

の

施

行

に

伴

う

関

係 

法

律

の

整

備

等

に

関

す

る

法

律

（

平

成

二

十

五

年

法

律

第

二

十

八

号

）

の

施

行

に

よ

る

住

民

基

本

台

帳

法

（

昭 

和

四

十

二

年

法

律

第

八

十

一

号

）

の

一

部

改

正

に

伴

い

、

住

民

基

本

台

帳

カ

ー

ド

が

廃

止

さ

れ

る

た

め

、

本

案 

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 

 



議

案

第

六

十

一

号 

 
 

 

港

区

印

鑑

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

港

区

印

鑑

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

条

例 

 

港

区

印

鑑

条

例

（

昭

和

五

十

年

港

区

条

例

第

十

四

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 

第

四

条

第

二

項

及

び

第

三

項

を

削

り

、

同

条

第

四

項

中

「

第

一

項

」

を

「

前

項

」

に

改

め

、

同

項

た

だ

し

書

を

削

り

、

同

項

を

同

条

第

二

項

と

す

る

。 

 

第

九

条

第

一

項

中

「

印

鑑

登

録

証

と

し

て

、

登

録

番

号

を

記

載

し

た

自

動

交

付

機

カ

ー

ド

」

を

「

印

鑑

の

登

録

を

受

け

て

い

る

旨

を

証

す

る

カ

ー

ド

（

以

下

「

印

鑑

登

録

証

」

と

い

う

。

）

」

に

改

め

、

同

条

第

二

項

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。 

２ 

印

鑑

登

録

証

に

は

登

録

番

号

を

記

載

す

る

。 

 

第

九

条

第

三

項

を

削

る

。 

 

第

九

条

の

二

及

び

第

九

条

の

三

を

削

る

。 



 

第

十

条

中

「

（

自

動

交

付

機

カ

ー

ド

に

よ

る

印

鑑

登

録

証

に

限

る

。

）

」

を

削

り

、

「

き

損

し

た

」

を

「

毀

損

し

た

」

に

改

め

る

。 

 

第

十

八

条

第

二

項

を

削

る

。 

 

第

十

九

条

中

「

（

前

条

第

二

項

に

規

定

す

る

者

に

あ

つ

て

は

、

同

項

の

暗

証

番

号

を

照

合

す

る

こ

と

が

で

き

た

場

合

に

限

る

。

）

」

を

削

る

。 

 

第

二

十

条

中

「

印

鑑

登

録

証

を

」

を

「

自

動

交

付

機

カ

ー

ド

（

区

が

設

置

す

る

証

明

書

自

動

交

付

機

（

証

明

書

の

自

動

交

付

を

行

う

端

末

機

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

に

挿

入

し

て

使

用

す

る

カ

ー

ド

を

い

う

。

以

下

同

じ 

を

」

に

改

め

、

「

又

は

多

機

能

端

末

機

（

区

の

電

子

情

報

処

理

組

織

と

通

信

回

線

で

接

続

さ

れ

た

民

間

事

業

者

が

設

置

す

る

端

末

機

で

、

証

明

書

の

自

動

交

付

を

行

う

機

能

を

有

す

る

も

の

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

」

を

削

り

、

同

条

に

次

の

二

項

を

加

え

る

。 

２ 

前

二

条

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

印

鑑

登

録

者

は

、

個

人

番

号

カ

ー

ド

（

行

政

手

続

に

お

け

る

特

定

の

個

人

を

識

別

す

る

た

め

の

番

号

の

利

用

等

に

関

す

る

法

律

（

平

成

二

十

五

年

法

律

第

二

十

七

号

）

第

二

条

第

七

項

の

個

人

番

号

カ

ー

ド

を

い

う

。

）

を

使

用

し

て

多

機

能

端

末

機

（

区

の

電

子

情

報

処

理

組

織

と

通

信

回

線

で

接

続

さ

れ

た

民

間

事

業

者

が

設

置

す

る

端

末

機

で

、

証

明

書

の

自

動

交

付

を

行

う

機

能

を

有

す

る

も

の

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

に

自

ら

暗

証

番

号

を

入

力

す

る

こ

と

に

よ

り

、

印

鑑

登

録

証

明

書

の

交

付

を

申

請

し 
 

そ

の

交

付

を

受

け

る

こ

と

が

で

き

る

。 

３ 

前

項

の

場

合

に

お

い

て

、

多

機

能

端

末

機

に

入

力

す

る

暗

証

番

号

は

、

電

子

署

名

等

に

係

る

地

方

公

共

団

 
 

 
 

、 

 
 

 
 

。

） 



体

情

報

シ

ス

テ

ム

機

構

の

認

証

業

務

に

関

す

る

法

律

（

平

成

十

四

年

法

律

第

百

五

十

三

号

）

第

二

条

第

五

項

に

規

定

す

る

利

用

者

証

明

利

用

者

符

号

を

利

用

す

る

た

め

に

用

い

る

暗

証

番

号

と

す

る

。 

 

第

二

十

一

条

の

見

出

し

を

「

（

自

動

交

付

機

カ

ー

ド

の

交

付

申

請

等

）

」

に

改

め

、

同

条

第

一

項

中

「

前

条 

を

「

前

条

第

一

項

」

に

、

「

印

鑑

登

録

証

暗

証

番

号

登

録

届

」

を

「

自

動

交

付

機

カ

ー

ド

交

付

申

請

書

兼

暗

証

番

号

登

録

届

」

に

改

め

、

「

区

長

に

」

の

下

に

「

交

付

を

申

請

し

、

」

を

加

え

、

同

条

第

四

項

本

文

中

「

第

一

項

」

を

「

第

一

項

又

は

第

二

項

」

に

、

「

印

鑑

登

録

証

を

」

を

「

印

鑑

登

録

証

及

び

自

動

交

付

機

カ

ー

ド

を

」

に

改

め

、

同

項

た

だ

し

書

中

「

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

届

出

を

し

た

印

鑑

登

録

者

が

、

次

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

届

出

を

し

た

」

を

「

第

一

項

又

は

第

二

項

の

規

定

に

よ

る

届

出

を

し

た

印

鑑

登

録

者

が

、

前

条

第

三

項

の

暗

証

番

号

を

設

定

し

た

」

に

改

め

、

同

項

を

同

条

第

六

項

と

し

、

同

条

第

三

項

中

「

第

一

項

」

を

「

第

一

項

又

は

第

二

項

」

に

、

「

印

鑑

登

録

証

を

」

を

「

印

鑑

登

録

証

及

び

自

動

交

付

機

カ

ー

ド

を

」

に

改

め

、

同

項

を

同

条

第

五

項

と

し

、

同

条

第

二

項

中

「

前

項

」

を

「

前

二

項

」

に

改

め

、

同

項

を

同

条

第

三

項

と

し

、

同

項

の

次

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。 

４ 

区

長

は

、

前

項

の

規

定

に

よ

り

印

鑑

登

録

者

が

本

人

で

あ

る

こ

と

を

確

認

し

た

と

き

は

、

自

動

交

付

機

カ

ー

ド

を

当

該

印

鑑

登

録

者

に

直

接

交

付

し

、

又

は

返

付

す

る

も

の

と

す

る

。 

 

第

二

十

一

条

第

一

項

の

次

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。 

２ 

前

項

の

場

合

に

お

い

て

、

印

鑑

登

録

者

は

、

既

に

交

付

を

受

け

て

い

る

自

動

交

付

機

カ

ー

ド

が

あ

る

と

き

は

、

自

動

交

付

機

カ

ー

ド

交

付

申

請

書

兼

暗

証

番

号

登

録

届

に

印

鑑

登

録

証

及

び

当

該

自

動

交

付

機

カ

ー

ド

 
 

 
 

」 



を

添

え

て

、

暗

証

番

号

を

届

け

出

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

 
第

二

十

一

条

の

二

を

削

る

。 

 

第

二

十

二

条

第

一

項

及

び

第

二

項

中

「

前

条

第

一

項

又

は

第

三

項

」

を

「

前

条

第

一

項

、

第

二

項

又

は

第

五

項

」

に

改

め

、

同

条

第

三

項

中

「

前

条

第

四

項

」

を

「

前

条

第

六

項

」

に

改

め

る

。 

 
 

 

付 

則 

（

施

行

期

日

） 

１ 

こ

の

条

例

は

、

平

成

二

十

八

年

一

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。 

（

自

動

交

付

機

カ

ー

ド

印

鑑

登

録

証

に

関

す

る

経

過

措

置

） 

２ 

こ

の

条

例

の

施

行

の

際

、

現

に

こ

の

条

例

に

よ

る

改

正

前

の

港

区

印

鑑

条

例

（

以

下

「

旧

条

例

」

と

い

う 

第

九

条

第

一

項

又

は

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

交

付

さ

れ

て

い

る

印

鑑

登

録

証

（

以

下

「

自

動

交

付

機

カ

ー

ド

印

鑑

登

録

証

」

と

い

う

。

）

は

、

当

分

の

間

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

り

使

用

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

３ 

こ

の

条

例

の

施

行

の

際

、

現

に

自

動

交

付

機

カ

ー

ド

印

鑑

登

録

証

の

交

付

を

受

け

て

い

る

者

は

、

印

鑑

登

録

証

切

替

交

付

申

請

書

に

自

動

交

付

機

カ

ー

ド

印

鑑

登

録

証

を

添

え

て

自

ら

区

長

に

申

請

す

る

こ

と

に

よ

り 

自

動

交

付

機

カ

ー

ド

印

鑑

登

録

証

を

こ

の

条

例

に

よ

る

改

正

後

の

港

区

印

鑑

条

例

（

以

下

「

新

条

例

」

と

い

う

。

）

第

九

条

の

規

定

に

よ

る

印

鑑

登

録

証

に

切

り

替

え

る

こ

と

が

で

き

る

。 

４ 

こ

の

条

例

の

施

行

の

際

、

現

に

自

動

交

付

機

カ

ー

ド

印

鑑

登

録

証

の

交

付

を

受

け

て

い

る

者

で

旧

条

例

第

二

十

一

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

届

出

を

し

て

い

る

も

の

が

、

新

条

例

第

二

十

条

第

三

項

の

暗

証

番

号

を

設

 
 

 
 

。

） 

 
 

 
 

、 



定

し

た

場

合

は

、

旧

条

例

第

二

十

一

条

第

四

項

に

規

定

す

る

暗

証

番

号

の

廃

止

を

届

け

出

た

も

の

と

み

な

す 
（

住

民

基

本

台

帳

カ

ー

ド

印

鑑

登

録

証

に

関

す

る

経

過

措

置

） 

５ 

こ

の

条

例

の

施

行

の

際

、

現

に

旧

条

例

第

九

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

交

付

さ

れ

て

い

る

印

鑑

登

録

証

（ 

以

下

「

住

民

基

本

台

帳

カ

ー

ド

印

鑑

登

録

証

」

と

い

う

。

）

は

、

旧

条

例

第

九

条

の

三

第

一

項

又

は

第

二

項

に

規

定

す

る

有

効

期

間

の

間

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

り

使

用

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

６ 

こ

の

条

例

の

施

行

の

際

、

現

に

住

民

基

本

台

帳

カ

ー

ド

印

鑑

登

録

証

の

交

付

を

受

け

て

い

る

者

は

、

印

鑑

登

録

証

切

替

交

付

申

請

書

に

住

民

基

本

台

帳

カ

ー

ド

印

鑑

登

録

証

を

添

え

て

自

ら

区

長

に

申

請

す

る

こ

と

に

よ

り

、

住

民

基

本

台

帳

カ

ー

ド

印

鑑

登

録

証

を

新

条

例

第

九

条

の

規

定

に

よ

る

印

鑑

登

録

証

に

切

り

替

え

る

こ

と

が

で

き

る

。 

７ 

こ

の

条

例

の

施

行

の

際

、

現

に

住

民

基

本

台

帳

カ

ー

ド

印

鑑

登

録

証

の

交

付

を

受

け

て

い

る

者

が

、

行

政

手

続

に

お

け

る

特

定

の

個

人

を

識

別

す

る

た

め

の

番

号

の

利

用

等

に

関

す

る

法

律

（

平

成

二

十

五

年

法

律

第

二

十

七

号

）

第

二

条

第

七

項

の

個

人

番

号

カ

ー

ド

の

交

付

を

受

け

る

と

き

に

住

民

基

本

台

帳

カ

ー

ド

印

鑑

登

録

証

を

返

付

し

た

場

合

は

、

前

項

の

規

定

に

よ

る

切

替

交

付

を

申

請

し

た

も

の

と

み

な

す

。 

（

多

機

能

端

末

機

に

よ

る

印

鑑

登

録

証

明

の

申

請

等

に

関

す

る

経

過

措

置

） 

８ 

印

鑑

登

録

を

受

け

て

い

る

者

は

、

行

政

手

続

に

お

け

る

特

定

の

個

人

を

識

別

す

る

た

め

の

番

号

の

利

用

等

に

関

す

る

法

律

の

施

行

に

伴

う

関

係

法

律

の

整

備

等

に

関

す

る

法

律

（

平

成

二

十

五

年

法

律

第

二

十

八

号

）

第

二

十

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

個

人

番

号

カ

ー

ド

と

み

な

さ

れ

る

住

民

基

本

台

帳

カ

ー

ド

（

住

民

基

本

台

 
 

 
 

。 



帳

カ

ー

ド

印

鑑

登

録

証

を

除

く

。

）

を

使

用

し

て

多

機

能

端

末

機

（

新

条

例

第

二

十

条

第

二

項

の

多

機

能

端

末

機

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

に

自

ら

暗

証

番

号

を

入

力

す

る

こ

と

に

よ

り

、

印

鑑

登

録

証

明

書

の

交

付

を

申

請

し

、

そ

の

交

付

を

受

け

る

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

多

機

能

端

末

機

に

入

力

す

る

暗

証

番

号

は

、

新

条

例

第

二

十

条

第

三

項

の

暗

証

番

号

と

す

る

。 

（

説 

明

） 

行

政

手

続

に

お

け

る

特

定

の

個

人

を

識

別

す

る

た

め

の

番

号

の

利

用

等

に

関

す

る

法

律

（

平

成

二

十

五

年

法

律

第

二

十

七

号

）

の

施

行

等

を

踏

ま

え

、

印

鑑

登

録

証

と

し

て

利

用

す

る

こ

と

が

で

き

る

自

動

交

付

機

カ

ー

ド

を

廃

止

す

る

と

と

も

に

、

印

鑑

の

登

録

を

し

た

者

に

対

し

て

新

た

な

印

鑑

登

録

証

を

交

付

す

る

た

め

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 

  
 

 
 

 
 



 

議

案

第

六

十

二

号 

 
 

 

港

区

立

認

定

こ

ど

も

園

条

例 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

港

区

立

認

定

こ

ど

も

園

条

例 

 

港

区

立

こ

ど

も

園

条

例

（

平

成

十

八

年

港

区

条

例

第

二

十

九

号

）

の

全

部

を

改

正

す

る

。 

（

目

的

） 

第

一

条 

こ

の

条

例

は

、

就

学

前

の

子

ど

も

に

関

す

る

教

育

、

保

育

等

の

総

合

的

な

提

供

の

推

進

に

関

す

る

法

律

（

平

成

十

八

年

法

律

第

七

十

七

号

。

以

下

「

法

」

と

い

う

。

）

第

三

条

第

一

項

の

規

定

に

基

づ

く

認

定

こ

ど

も

園

の

認

定

を

受

け

た

保

育

所

と

し

て

、

小

学

校

就

学

前

の

子

ど

も

（

以

下

「

子

ど

も

」

と

い

う

。

）

に

対

す

る

保

育

及

び

保

護

者

に

対

す

る

子

育

て

支

援

を

総

合

的

に

提

供

し

、

子

ど

も

の

健

や

か

な

育

成

を

図

る

た

め

、

港

区

立

認

定

こ

ど

も

園

（

以

下

「

認

定

こ

ど

も

園

」

と

い

う

。

）

の

設

置

及

び

管

理

運

営

に

関

し

必

要

な

事

項

を

定

め

る

こ

と

を

目

的

と

す

る

。 

（

名

称

及

び

位

置

） 



 

第

二

条 

認

定

こ

ど

も

園

の

名

称

及

び

位

置

は

、

次

の

と

お

り

と

す

る

。 

   

（

事

業

） 

第

三

条 

認

定

こ

ど

も

園

は

、

第

一

条

に

定

め

る

目

的

を

達

成

す

る

た

め

、

次

の

事

業

を

行

う

。 

一 

児

童

福

祉

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

百

六

十

四

号

）

第

二

十

四

条

第

二

項

の

規

定

に

基

づ

く

保

育

（ 

以

下

「

基

本

保

育

」

と

い

う

。

）

の

実

施

に

関

す

る

こ

と

。 

二 

基

本

保

育

を

実

施

す

る

時

間

に

引

き

続

い

て

行

う

保

育

（

以

下

「

延

長

保

育

」

と

い

う

。

）

の

実

施

に

関

す

る

こ

と

。 

三 

学

校

教

育

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

二

十

六

号

）

第

二

十

三

条

各

号

に

掲

げ

る

目

標

を

達

成

す

る

た

め

に

必

要

な

保

育

（

以

下

「

幼

児

教

育

」

と

い

う

。

）

の

実

施

に

関

す

る

こ

と

。 

四 

幼

児

教

育

を

実

施

す

る

時

間

外

に

幼

児

教

育

を

受

け

て

い

る

子

ど

も

に

対

し

行

う

保

育

（

以

下

「

預

か

り

保

育

」

と

い

う

。

）

の

実

施

に

関

す

る

こ

と

。 

五 

日

曜

日

そ

の

他

区

規

則

で

定

め

る

休

日

（

以

下

「

休

日

」

と

い

う

。

）

に

お

い

て

保

育

を

必

要

と

す

る

子

ど

も

に

対

し

行

う

保

育

（

以

下

「

休

日

保

育

」

と

い

う

。

）

の

実

施

に

関

す

る

こ

と

。 

六 

法

第

二

条

第

十

二

項

に

規

定

す

る

子

育

て

支

援

事

業

の

実

施

に

関

す

る

こ

と

。 

   

 

 

港

区

立

芝

浦

ア

イ

ラ

ン

ド

こ

ど

も

園 

名 
 

称 

 

 

東

京

都

港

区

芝

浦

四

丁

目

二

十

番

一

号 

位 
 

置 

 



 

七 

前

各

号

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

区

長

が

必

要

と

認

め

る

事

業 
（

休

園

日

） 

第

四

条 
認

定

こ

ど

も

園

の

休

園

日

は

、

一

月

一

日

か

ら

同

月

三

日

ま

で

及

び

十

二

月

三

十

一

日

と

す

る

。

た

だ

し

、

区

長

が

必

要

と

認

め

る

と

き

は

、

こ

れ

を

変

更

し

、

又

は

臨

時

に

休

園

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

（

入

園

で

き

る

者

） 

第

五

条 

認

定

こ

ど

も

園

に

入

園

で

き

る

者

は

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

要

件

の

い

ず

れ

か

を

満

た

す

子

ど

も

と

す

る

。 

一 

保

護

者

が

当

該

子

ど

も

に

つ

い

て

子

ど

も

・

子

育

て

支

援

法

（

平

成

二

十

四

年

法

律

第

六

十

五

号

）

第

二

十

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

、

同

法

第

十

九

条

第

一

項

第

二

号

又

は

第

三

号

に

掲

げ

る

小

学

校

就

学

前

子

ど

も

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

旨

の

認

定

を

受

け

、

か

つ

、

港

区

内

に

居

住

し

、

又

は

勤

務

し

て

い

る

こ

と

。 

二 

保

護

者

が

当

該

子

ど

も

に

つ

い

て

子

ど

も

・

子

育

て

支

援

法

第

二

十

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

、

同

法

第

十

九

条

第

一

項

第

一

号

に

掲

げ

る

小

学

校

就

学

前

子

ど

も

に

該

当

す

る

旨

の

認

定

を

受

け

、

か

つ

、

子

ど

も

及

び

そ

の

保

護

者

が

港

区

内

に

居

住

し

て

い

る

こ

と

。 

（

基

本

保

育

の

実

施

） 

第

六

条 

区

長

は

、

前

条

に

定

め

る

要

件

を

満

た

す

者

の

う

ち

、

子

ど

も

・

子

育

て

支

援

法

第

十

九

条

第

一

項

第

二

号

又

は

第

三

号

に

掲

げ

る

小

学

校

就

学

前

子

ど

も

に

該

当

す

る

子

ど

も

に

対

し

、

基

本

保

育

を

実

施

す



 

る

。 
２ 
基

本

保

育

を

実

施

す

る

時

間

は

、

午

前

七

時

十

五

分

か

ら

午

後

六

時

十

五

分

ま

で

（

以

下

「

基

本

保

育

時

間

」

と

い

う

。

）

と

す

る

。 

３ 

区

長

は

、

基

本

保

育

を

実

施

し

た

子

ど

も

に

つ

い

て

、

当

該

子

ど

も

の

扶

養

義

務

者

か

ら

、

子

ど

も

・

子

育

て

支

援

法

第

二

十

条

第

三

項

に

規

定

す

る

保

育

必

要

量

（

以

下

「

保

育

必

要

量

」

と

い

う

。

）

が

一

日

当

た

り

十

一

時

間

ま

で

の

区

分

に

該

当

す

る

子

ど

も

に

あ

っ

て

は

別

表

第

一

に

定

め

る

費

用

、

一

日

当

た

り

八

時

間

ま

で

の

区

分

に

該

当

す

る

子

ど

も

に

あ

っ

て

は

別

表

第

二

に

定

め

る

費

用

（

以

下

こ

れ

ら

の

費

用

を

「 

基

本

保

育

料

」

と

い

う

。

）

を

徴

収

す

る

。 

４ 

前

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

生

計

を

一

に

す

る

世

帯

に

属

す

る

二

人

以

上

の

子

ど

も

が

児

童

福

祉

法

第

三

十

九

条

第

一

項

に

規

定

す

る

保

育

所

、

学

校

教

育

法

第

一

条

に

規

定

す

る

幼

稚

園

そ

の

他

こ

れ

ら

に

準

ず

る

施

設

と

し

て

区

規

則

で

定

め

る

施

設

に

入

所

し

て

い

る

場

合

に

お

い

て

は

、

当

該

子

ど

も

の

う

ち

最

年

長

の

子

ど

も

以

外

の

子

ど

も

（

最

年

長

の

子

ど

も

が

二

人

以

上

い

る

場

合

に

お

け

る

そ

の

う

ち

一

人

の

子

ど

も

以

外

の

子

ど

も

を

含

む

。

）

の

基

本

保

育

料

の

額

は

、

無

料

と

す

る

。 

（

延

長

保

育

の

実

施

） 

第

七

条 

区

長

は

、

保

護

者

が

区

規

則

で

定

め

る

要

件

に

該

当

す

る

こ

と

に

よ

り

、

基

本

保

育

時

間

に

引

き

続

い

て

、

特

に

保

育

す

る

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

子

ど

も

に

対

し

、

延

長

保

育

を

実

施

す

る

。 

２ 

延

長

保

育

を

実

施

す

る

時

間

は

、

月

を

単

位

と

し

て

実

施

す

る

延

長

保

育

に

あ

っ

て

は

午

後

六

時

十

五

分



 

か

ら

午

後

七

時

十

五

分

ま

で

と

、

日

を

単

位

と

し

て

実

施

す

る

延

長

保

育

に

あ

っ

て

は

午

後

六

時

十

五

分

か

ら

午

後

十

時

ま

で

と

す

る

。 

３ 

延

長

保

育

を

利

用

し

よ

う

と

す

る

保

護

者

は

、

区

長

に

申

し

込

み

、

そ

の

承

認

を

受

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

４ 

区

長

は

、

前

項

の

規

定

に

よ

り

延

長

保

育

の

利

用

の

承

認

を

受

け

た

保

護

者

か

ら

、

月

を

単

位

と

し

て

延

長

保

育

を

実

施

し

た

場

合

に

あ

っ

て

は

別

表

第

三

に

定

め

る

費

用

、

日

を

単

位

と

し

て

延

長

保

育

を

実

施

し

た

場

合

に

あ

っ

て

は

別

表

第

四

に

定

め

る

費

用

（

以

下

こ

れ

ら

の

費

用

を

「

延

長

保

育

料

」

と

い

う

。

）

を

徴

収

す

る

。 

（

幼

児

教

育

の

実

施

） 

第

八

条 

区

長

は

、

第

五

条

に

定

め

る

要

件

を

満

た

す

者

の

う

ち

、

次

に

掲

げ

る

子

ど

も

に

対

し

、

幼

児

教

育

を

実

施

す

る

。 

一 

子

ど

も

・

子

育

て

支

援

法

第

十

九

条

第

一

項

第

一

号

に

掲

げ

る

小

学

校

就

学

前

子

ど

も

に

該

当

す

る

子

ど

も

で

あ

っ

て

四

歳

に

達

す

る

日

後

の

最

初

の

四

月

一

日

か

ら

六

歳

に

達

す

る

日

以

後

の

最

初

の

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

あ

る

も

の 

二 

子

ど

も

・

子

育

て

支

援

法

第

十

九

条

第

一

項

第

二

号

に

掲

げ

る

小

学

校

就

学

前

子

ど

も

に

該

当

す

る

子

ど

も

で

あ

っ

て

四

歳

に

達

す

る

日

後

の

最

初

の

四

月

一

日

か

ら

六

歳

に

達

す

る

日

以

後

の

最

初

の

三

月

三

十

一

日

ま

で

の

間

に

あ

る

も

の 



 

２ 

幼

児

教

育

を

実

施

す

る

時

間

は

、

午

前

九

時

か

ら

午

後

二

時

ま

で

（

以

下

「

教

育

時

間

」

と

い

う

。

）

と

す

る

。 

３ 

幼

児

教

育

を

利

用

し

よ

う

と

す

る

保

護

者

（

第

一

項

第

一

号

に

該

当

す

る

子

ど

も

の

保

護

者

に

限

る

。

）

は

、

区

長

に

申

し

込

み

、

そ

の

承

認

を

受

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

４ 

区

長

は

、

前

項

の

規

定

に

よ

り

幼

児

教

育

の

利

用

の

承

認

を

受

け

た

保

護

者

か

ら

、

別

表

第

五

に

定

め

る

幼

児

教

育

に

要

す

る

費

用

及

び

給

食

費

（

以

下

「

幼

児

教

育

保

育

料

」

と

い

う

。

）

を

徴

収

す

る

。 

５ 

前

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

区

長

は

、

第

一

項

第

二

号

に

掲

げ

る

子

ど

も

に

係

る

幼

児

教

育

保

育

料

は

、

徴

収

し

な

い

。 

（

預

か

り

保

育

の

実

施

） 

第

九

条 

区

長

は

、

前

条

第

一

項

の

幼

児

教

育

を

受

け

て

い

る

子

ど

も

（

同

項

第

一

号

に

該

当

し

、

か

つ

、

教

育

時

間

外

に

保

育

す

る

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

場

合

に

限

る

。

）

に

対

し

、

日

を

単

位

と

し

て

預

か

り

保

育

を

実

施

す

る

。 

２ 

預

か

り

保

育

を

実

施

す

る

時

間

は

、

午

前

七

時

十

五

分

か

ら

午

後

六

時

十

五

分

ま

で

と

す

る

。 

３ 

預

か

り

保

育

を

利

用

し

よ

う

と

す

る

保

護

者

は

、

区

長

に

申

し

込

み

、

そ

の

承

認

を

受

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

４ 

区

長

は

、

前

項

の

規

定

に

よ

り

預

か

り

保

育

の

利

用

の

承

認

を

受

け

た

保

護

者

か

ら

、

別

表

第

六

に

定

め

る

預

か

り

保

育

に

要

す

る

費

用

及

び

給

食

費

（

以

下

「

預

か

り

保

育

料

」

と

い

う

。

）

を

徴

収

す

る

。 



 

（

休

日

保

育

の

実

施

） 
第

十

条 

区

長

は

、

認

定

こ

ど

も

園

に

入

園

し

て

い

る

子

ど

も

（

第

五

条

第

一

号

に

該

当

す

る

子

ど

も

に

限

る

認

可

保

育

園

（

児

童

福

祉

法

第

三

十

五

条

第

三

項

又

は

第

四

項

の

規

定

に

基

づ

き

設

置

さ

れ

た

保

育

所

を

い

う

。

）

に

入

園

し

て

い

る

港

区

内

に

住

所

を

有

す

る

子

ど

も

そ

の

他

こ

れ

ら

に

準

ず

る

と

区

長

が

認

め

る

子

ど

も

で

あ

っ

て

、

休

日

に

お

い

て

保

育

す

る

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

も

の

に

対

し

、

休

日

保

育

を

実

施

す

る

。 

２ 

休

日

保

育

を

実

施

す

る

時

間

は

、

午

前

七

時

十

五

分

か

ら

午

後

六

時

十

五

分

ま

で

と

す

る

。 

３ 

休

日

保

育

を

利

用

し

よ

う

と

す

る

保

護

者

は

、

あ

ら

か

じ

め

区

長

に

申

し

込

ま

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

（

子

育

て

支

援

事

業

の

実

施

） 

第

十

一

条 

区

長

は

、

子

育

て

支

援

事

業

と

し

て

次

に

掲

げ

る

事

業

を

実

施

す

る

。 

一 

子

ど

も

及

び

そ

の

保

護

者

が

相

互

の

交

流

を

行

う

場

所

を

開

設

す

る

等

に

よ

り

、

当

該

子

ど

も

の

養

育

に

関

す

る

各

般

の

問

題

に

つ

き

、

そ

の

保

護

者

か

ら

の

相

談

に

応

じ

、

必

要

な

情

報

の

提

供

及

び

助

言

そ

の

他

必

要

な

援

助

を

行

う

事

業 

二 

家

庭

に

お

け

る

子

ど

も

の

養

育

に

関

す

る

各

般

の

問

題

に

つ

き

、

そ

の

保

護

者

か

ら

の

相

談

に

応

じ

、

必

要

な

情

報

の

提

供

及

び

助

言

そ

の

他

必

要

な

援

助

を

行

う

事

業 

三 

保

護

者

の

疾

病

そ

の

他

の

理

由

に

よ

り

、

家

庭

に

お

い

て

保

育

さ

れ

る

こ

と

が

一

時

的

に

困

難

と

な

っ

た

子

ど

も

に

つ

き

、

認

定

こ

ど

も

園

に

お

い

て

保

護

を

行

う

事

業

（

以

下

「

一

時

保

育

」

と

い

う

。

） 

四 

子

ど

も

の

養

育

に

関

す

る

援

助

を

受

け

る

こ

と

を

希

望

す

る

保

護

者

と

当

該

援

助

を

行

う

こ

と

を

希

望

。

）

、 



 

す

る

民

間

の

団

体

又

は

個

人

と

の

連

絡

及

び

調

整

を

行

う

事

業 

五 

子

ど

も

の

養

育

に

関

す

る

援

助

を

行

う

民

間

の

団

体

又

は

個

人

に

対

す

る

必

要

な

情

報

の

提

供

及

び

助

言

を

行

う

事

業 

（

一

時

保

育

の

実

施

） 

第

十

二

条 

区

長

は

、

児

童

福

祉

法

第

二

十

四

条

第

一

項

又

は

第

二

項

に

基

づ

く

保

育

の

実

施

が

さ

れ

て

い

な

い

子

ど

も

で

あ

っ

て

、

港

区

内

に

住

所

を

有

し

、

か

つ

、

一

時

的

に

保

育

す

る

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

も

の

に

対

し

、

一

時

保

育

を

実

施

す

る

。 

２ 

一

時

保

育

を

実

施

す

る

時

間

は

、

午

前

七

時

十

五

分

か

ら

午

後

六

時

十

五

分

ま

で

と

す

る

。

た

だ

し

、

区

長

が

特

に

必

要

と

認

め

る

と

き

は

、

午

後

十

時

ま

で

一

時

保

育

を

実

施

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

３ 

一

時

保

育

を

利

用

し

よ

う

と

す

る

保

護

者

は

、

区

長

に

申

し

込

み

、

そ

の

承

認

を

受

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

４ 

区

長

は

、

前

項

の

規

定

に

よ

り

一

時

保

育

の

利

用

の

承

認

を

受

け

た

保

護

者

か

ら

、

別

表

第

七

に

定

め

る

一

時

保

育

に

要

す

る

費

用

（

以

下

「

一

時

保

育

料

」

と

い

う

。

）

を

徴

収

す

る

。 

（

基

本

保

育

料

等

の

納

付

等

） 

第

十

三

条 

扶

養

義

務

者

又

は

保

護

者

は

、

基

本

保

育

料

、

延

長

保

育

料

、

幼

児

教

育

保

育

料

、

預

か

り

保

育

料

及

び

一

時

保

育

料

（

以

下

「

基

本

保

育

料

等

」

と

い

う

。

）

を

、

区

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

納

付

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 



 

２ 

区

長

は

、

特

別

の

事

由

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

基

本

保

育

料

等

を

減

額

し

、

又

は

免

除

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

（

利

用

の

取

消

し

等

） 

第

十

四

条 
区

長

は

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

と

認

め

る

と

き

は

、

延

長

保

育

、

幼

児

教

育

、

預

か

り

保

育

又

は

一

時

保

育

の

利

用

の

承

認

を

取

り

消

し

、

又

は

利

用

を

制

限

し

、

若

し

く

は

停

止

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

一 

利

用

目

的

又

は

利

用

条

件

に

違

反

し

た

と

き

。 

二 

こ

の

条

例

若

し

く

は

こ

れ

に

基

づ

く

規

則

に

違

反

し

、

又

は

区

長

の

指

示

に

従

わ

な

い

と

き

。 

三 

管

理

上

又

は

教

育

上

不

適

当

と

認

め

た

と

き

。 

（

指

定

管

理

者

に

よ

る

管

理

） 

第

十

五

条 

区

長

は

、

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

二

百

四

十

四

条

の

二

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

、

法

人

そ

の

他

の

団

体

で

あ

っ

て

区

長

が

指

定

す

る

も

の

（

以

下

「

指

定

管

理

者

」

と

い

う

。 

に

、

認

定

こ

ど

も

園

の

管

理

運

営

に

関

す

る

業

務

の

う

ち

、

次

に

掲

げ

る

も

の

を

行

わ

せ

る

こ

と

が

で

き

る

。 

一 

第

三

条

各

号

に

掲

げ

る

事

業

に

関

す

る

業

務

（

利

用

の

承

認

に

係

る

も

の

を

除

く

。

） 

二 

施

設

、

付

属

設

備

及

び

物

品

の

保

全

（

軽

易

な

修

繕

及

び

整

備

を

含

む

。

以

下

同

じ

。

）

に

関

す

る

業

務 

三 

施

設

内

の

清

潔

の

保

持

、

整

頓

そ

の

他

の

環

境

整

備

に

関

す

る

業

務 

 
 

） 



 

（

指

定

管

理

者

の

指

定

） 
第

十

六

条 

指

定

管

理

者

と

し

て

の

指

定

を

受

け

よ

う

と

す

る

者

は

、

区

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

区

長

に

申

請

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

２ 

区

長

は

、

前

項

の

規

定

に

よ

る

申

請

が

あ

っ

た

と

き

は

、

次

に

掲

げ

る

基

準

に

よ

り

最

も

適

切

に

認

定

こ

ど

も

園

の

管

理

運

営

を

行

う

こ

と

が

で

き

る

と

認

め

る

者

を

指

定

管

理

者

に

指

定

す

る

も

の

と

す

る

。 

一 

前

条

各

号

に

掲

げ

る

業

務

に

つ

い

て

相

当

の

知

識

及

び

経

験

を

有

す

る

者

を

当

該

業

務

に

従

事

さ

せ

る

こ

と

が

で

き

る

こ

と

。 

二 

安

定

的

な

経

営

基

盤

を

有

し

て

い

る

こ

と

。 

三 

認

定

こ

ど

も

園

の

効

用

を

最

大

限

に

発

揮

す

る

と

と

も

に

、

効

率

的

な

管

理

運

営

が

で

き

る

こ

と

。 

四 

関

係

法

令

及

び

条

例

の

規

定

を

遵

守

し

、

適

正

な

管

理

運

営

が

で

き

る

こ

と

。 

五 

前

各

号

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

区

規

則

で

定

め

る

基

準 

３ 

区

長

は

、

前

項

の

規

定

に

よ

る

指

定

を

す

る

と

き

は

、

効

率

的

か

つ

効

果

的

な

管

理

運

営

を

考

慮

し

、

指

定

の

期

間

を

定

め

る

も

の

と

す

る

。 

（

指

定

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

法

人

等

） 

第

十

七

条 

区

長

は

、

区

議

会

議

員

、

区

長

、

副

区

長

並

び

に

地

方

自

治

法

第

百

八

十

条

の

五

第

一

項

に

規

定

す

る

委

員

会

の

委

員

及

び

委

員

が

、

無

限

責

任

社

員

、

取

締

役

、

執

行

役

若

し

く

は

監

査

役

若

し

く

は

こ

れ

ら

に

準

ず

べ

き

者

、

支

配

人

又

は

清

算

人

（

以

下

「

役

員

等

」

と

い

う

。

）

と

な

っ

て

い

る

法

人

そ

の

他

の



 

団

体

（

区

が

資

本

金

、

基

本

金

そ

の

他

こ

れ

ら

に

準

ず

る

も

の

の

二

分

の

一

以

上

を

出

資

し

て

い

る

法

人

そ

の

他

の

団

体

で

あ

っ

て

、

区

議

会

議

員

以

外

の

者

が

役

員

等

と

な

っ

て

い

る

も

の

を

除

く

。

）

を

指

定

管

理

者

に

指

定

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

。 

（

指

定

管

理

者

の

指

定

の

取

消

し

等

） 

第

十

八

条 

区

長

は

、

指

定

管

理

者

が

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

と

き

は

、

第

十

六

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

る

指

定

を

取

り

消

し

、

又

は

期

間

を

定

め

て

管

理

運

営

の

業

務

の

全

部

若

し

く

は

一

部

の

停

止

を

命

ず

る

こ

と

が

で

き

る

。 

一 

管

理

運

営

の

業

務

又

は

経

理

の

状

況

に

関

す

る

区

長

の

指

示

に

従

わ

な

い

と

き

。 

二 

第

十

六

条

第

二

項

各

号

に

掲

げ

る

基

準

を

満

た

さ

な

く

な

っ

た

と

認

め

る

と

き

。 

三 

第

二

十

条

第

一

項

各

号

に

掲

げ

る

管

理

運

営

の

基

準

を

遵

守

し

な

い

と

き

。 

四 

前

三

号

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

当

該

指

定

管

理

者

に

よ

る

管

理

運

営

を

継

続

す

る

こ

と

が

適

当

で

な

い

と

認

め

る

と

き

。 

（

指

定

管

理

者

の

公

表

） 

第

十

九

条 

区

長

は

、

指

定

管

理

者

の

指

定

を

し

、

若

し

く

は

指

定

を

取

り

消

し

た

と

き

、

又

は

期

間

を

定

め

て

管

理

運

営

の

業

務

の

全

部

若

し

く

は

一

部

の

停

止

を

命

じ

た

と

き

は

、

遅

滞

な

く

そ

の

旨

を

告

示

す

る

も

の

と

す

る

。 

（

管

理

運

営

の

基

準

等

） 



 

第

二

十

条 

指

定

管

理

者

は

、

次

に

掲

げ

る

基

準

に

よ

り

、

認

定

こ

ど

も

園

の

管

理

運

営

に

関

す

る

業

務

を

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 
一 
関

係

法

令

及

び

条

例

の

規

定

を

遵

守

し

、

適

正

な

管

理

運

営

を

行

う

こ

と

。 

二 

利

用

者

に

対

し

て

適

切

な

サ

ー

ビ

ス

の

提

供

を

行

う

こ

と

。 

三 

施

設

、

付

属

設

備

及

び

物

品

の

保

全

を

適

切

に

行

う

こ

と

。 

四 

業

務

に

関

連

し

て

取

得

し

た

個

人

に

関

す

る

情

報

を

適

切

に

取

り

扱

う

こ

と

。 

２ 

区

長

は

、

次

に

掲

げ

る

事

項

に

つ

い

て

、

指

定

管

理

者

と

協

定

を

締

結

す

る

も

の

と

す

る

。 

一 

前

項

各

号

に

掲

げ

る

基

準

に

関

し

必

要

な

事

項 

二 

業

務

の

実

施

に

関

す

る

事

項 

三 

業

務

の

実

績

報

告

に

関

す

る

事

項 

四 

前

三

号

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

認

定

こ

ど

も

園

の

管

理

運

営

に

関

し

必

要

な

事

項 

（

委

任

） 

第

二

十

一

条 

こ

の

条

例

の

施

行

に

つ

い

て

必

要

な

事

項

は

、

区

規

則

で

定

め

る

。 

付 

則 

１ 

こ

の

条

例

は

、

平

成

二

十

八

年

四

月

一

日

（

以

下

「

施

行

日

」

と

い

う

。

）

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

第

八

条

第

三

項

、

第

十

五

条

か

ら

第

十

九

条

ま

で

及

び

第

二

十

一

条

の

規

定

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。 

２ 

こ

の

条

例

の

施

行

の

際

、

現

に

こ

の

条

例

に

よ

る

改

正

前

の

港

区

立

こ

ど

も

園

条

例

第

八

条

第

三

項

の

規



 

定

に

よ

り

幼

児

教

育

の

利

用

の

承

認

を

受

け

て

い

る

保

護

者

は

、

施

行

日

か

ら

そ

の

承

認

の

末

日

ま

で

の

間

、

こ

の

条

例

に

よ

る

改

正

後

の

港

区

立

認

定

こ

ど

も

園

条

例

第

八

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

幼

児

教

育

の

利

用

の

承

認

を

受

け

た

者

と

み

な

す

。 



 

 

別表第１ 基本保育料（保育必要量が１日当たり１１時間まで）（第６条関係） 
各月初日の在籍子どもの属する世帯の階層区分 徴収月額（子ども単位） 

階層区分 定           義 
３ 歳 未 満 児

の 場 合

３  歳  児

の 場 合

４ 歳 以 上 児

の 場 合

Ａ 

生活保護法（昭和２５年法律第１４４号）による被 
保護世帯（単給世帯を含む。）及び中国残留邦人等 
の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦 
人等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律（平 
成６年法律第３０号）による支援給付（中国残留邦 
人等の円滑な帰国の促進及び永住帰国後の自立の支 
援に関する法律の一部を改正する法律（平成１９年 
法律第１２７号）による支援給付を含む。以下同じ。）
を受けている者の属する世帯 

円

0   

円

0   

円

0   

Ｂ Ａ階層を除き当年度分の区市町村民税非課税世帯 0   0   0   

 
 
 

Ｃ 

１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ階層を 
除き当年 
度分の区 
市町村民 
税が課税 
となる世 
帯 

当年度分の区市町村民税のうち均等割の 
みの課税世帯（所得割非課税世帯） 1,900  1,300   1,300   

２ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が5,000円未満である世帯 2,400   2,000   2,000   

３ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が5,000円以上50,000円未満である 
世帯 

  3,100   2,700   2,600   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ 

１ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が50,000円以上60,000円未満である 
世帯 

6,700   5,600   5,600   

２ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が60,000円以上70,000円未満である 
世帯 

8,300   7,300   7,200   

３ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が70,000円以上86,000円未満である 
世帯 

9,400   9,300   9,200   

４ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が86,000円以上123,000円未満である 
世帯 

13,600   10,900   10,800   

５ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が123,000円以上160,000円未満であ 
る世帯 

17,800   12,700   12,600   

６ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が160,000円以上180,000円未満であ 
る世帯 

21,500   14,300   14,200   

７ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が180,000円以上200,000円未満であ 
る世帯 

23,600   15,800   15,700   

８ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が200,000円以上220,000円未満であ 
る世帯 

25,500   17,000   16,900   

９ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が220,000円以上240,000円未満であ 
る世帯 

27,500   18,200   18,000   

１０ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が240,000円以上260,000円未満であ 
る世帯 

29,200   19,500   18,000   

１１ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が260,000円以上270,000円未満であ 
る世帯 

31,000   20,700   18,000   

１２ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が270,000円以上280,000円未満であ 
る世帯 

32,500   21,600   18,000   

１３ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が280,000円以上290,000円未満であ 
る世帯 

34,200   22,600   18,000   

１４ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が290,000円以上300,000円未満であ 
る世帯 

35,700   22,600   18,000   



 当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が300,000円以上310,000円未満であ 
る世帯 

37,200   22,600   18,000   

１６ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が310,000円以上320,000円未満であ 
る世帯 

38,500   22,600   18,000   

１７ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が320,000円以上330,000円未満であ 
る世帯 

40,000   22,600   18,000   

１８ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が330,000円以上370,000円未満であ 
る世帯 

43,400   22,600   18,000   

１９ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が370,000円以上410,000円未満であ 
る世帯 

48,900   22,600   18,000   

２０ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が410,000円以上450,000円未満であ 
る世帯 

53,700   22,600   18,000   

２１ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が450,000円以上490,000円未満であ 
る世帯 

57,500   22,600   18,000   

２２ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が490,000円以上560,000円未満であ 
る世帯 

61,800   24,200   19,300   

２３ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が560,000円以上630,000円未満であ 
る世帯 

66,100   25,900   20,600   

２４ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が630,000円以上700,000円未満であ 
る世帯 

70,400   27,600   22,000   

２５ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が700,000円以上である世帯 

74,700   29,300   23,400   

備考 

１ ３歳児又は３歳未満児として入所した子どもについては、当該年度中は同一年齢とみなしてこの表を適

用する。 

２ この表において「均等割」とは、地方税法（昭和２５年法律第２２６号）第２９２条第１項第１号に規 

定する均等割をいう。 

３ この表において「所得割課税額」とは、地方税法第２９２条第１項第２号に規定する所得割の額をいう 

ただし、当該所得割の額を計算する場合には、区規則で定めるところにより、同法の規定を適用する。 

４ ４月分から８月分までの保育料におけるこの表の適用については、同表中「当年度分」とあるのは、 

前年度分」と読み替えるものとする。 

１５ 

 。 

 「 



 

 

別表第２ 基本保育料（保育必要量が１日当たり８時間まで）（第６条関係） 
各月初日の在籍子どもの属する世帯の階層区分 徴収月額（子ども単位） 

階層区分 定           義 
３ 歳 未 満 児

の 場 合

３  歳  児

の 場 合

４ 歳 以 上 児

の 場 合

Ａ 

生活保護法による被保護世帯（単給世帯を含む。） 
及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住 
帰国した中国残留邦人等及び特定配偶者の自立の支 
援に関する法律による支援給付を受けている者の属 
する世帯 

円

0   

円

0   

円

0   

Ｂ Ａ階層を除き当年度分の区市町村民税非課税世帯 0   0   0   

 
 
 

Ｃ 

１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ階層を 
除き当年 
度分の区 
市町村民 
税が課税 
となる世 
帯 

当年度分の区市町村民税のうち均等割の 
みの課税世帯（所得割非課税世帯） 1,800  1,200   1,200   

２ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が5,000円未満である世帯 2,300   1,900   1,900   

３ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が5,000円以上50,000円未満である世 
帯 

  3,000   2,600   2,500   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ 

１ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が50,000円以上60,000円未満である 
世帯 

6,500   5,500   5,500   

２ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が60,000円以上70,000円未満である 
世帯 

8,100   7,100   7,000   

３ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が70,000円以上86,000円未満である 
世帯 

9,200   9,100   9,000   

４ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が86,000円以上123,000円未満である 
世帯 

13,300   10,700   10,600   

５ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が123,000円以上160,000円未満であ 
る世帯 

17,400   12,400   12,300   

６ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が160,000円以上180,000円未満であ 
る世帯 

21,100   14,000   13,900   

７ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が180,000円以上200,000円未満であ 
る世帯 

23,100   15,500   15,400   

８ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が200,000円以上220,000円未満であ 
る世帯 

25,000   16,700   16,600   

９ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が220,000円以上240,000円未満であ 
る世帯 

27,000   17,800   17,600   

１０ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が240,000円以上260,000円未満であ 
る世帯 

28,700   19,100   17,600   

１１ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が260,000円以上270,000円未満であ 
る世帯 

30,400   20,300   17,600   

１２ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が270,000円以上280,000円未満であ 
る世帯 

31,900   21,200   17,600   

１３ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が280,000円以上290,000円未満であ 
る世帯 

33,600   22,200   17,600   

１４ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が290,000円以上300,000円未満であ 
る世帯 

35,000   22,200   17,600   

１５ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が300,000円以上310,000円未満であ 
る世帯 

36,500   22,200   17,600   



 当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が310,000円以上320,000円未満であ 
る世帯 

37,800   22,200   17,600   

１７ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が320,000円以上330,000円未満であ 
る世帯 

39,300   22,200   17,600   

１８ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が330,000円以上370,000円未満であ 
る世帯 

42,600   22,200   17,600   

１９ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が370,000円以上410,000円未満であ 
る世帯 

48,000   22,200   17,600   

２０ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が410,000円以上450,000円未満であ 
る世帯 

52,700   22,200   17,600   

２１ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が450,000円以上490,000円未満であ 
る世帯 

56,500   22,200   17,600   

２２ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が490,000円以上560,000円未満であ 
る世帯 

60,700   23,700   18,900   

２３ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が560,000円以上630,000円未満であ 
る世帯 

64,900   25,400   20,200   

２４ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が630,000円以上700,000円未満であ 
る世帯 

69,200   27,100   21,600   

２５ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が700,000円以上である世帯 

73,400   28,800   23,000   

備考  

１ ３歳児又は３歳未満児として入所した子どもについては、当該年度中は同一年齢とみなしてこの表を適

用する。 

２ この表において「均等割」とは、地方税法第２９２条第１項第１号に規定する均等割をいう。 

３ この表において「所得割課税額」とは、地方税法第２９２条第１項第２号に規定する所得割の額をいう 

ただし、当該所得割の額を計算する場合には、区規則で定めるところにより、同法の規定を適用する。 

４ ４月分から８月分までの保育料におけるこの表の適用については、同表中「当年度分」とあるのは、 

前年度分」と読み替えるものとする。 

１６ 

 。 

 「 



 

 

別表第３ 延長保育料（月を単位とする利用）（第７条関係） 
各月初日の在籍子どもの属する世帯の階層区分 徴収月額（子ども単位） 

階層区分 定           義 
３ 歳 未 満 児

の 場 合

３  歳  児

の 場 合

４ 歳 以 上 児

の 場 合

Ａ 

生活保護法による被保護世帯（単給世帯を含む。） 
及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住 
帰国した中国残留邦人等及び特定配偶者の自立の支 
援に関する法律による支援給付を受けている者の属 
する世帯 

円

0   

円

0   

円

0   

Ｂ Ａ階層を除き当年度分の区市町村民税非課税世帯 0   0   0   

 
 
 

Ｃ 

１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ階層を 
除き当年 
度分の区 
市町村民 
税が課税 
となる世 
帯 

当年度分の区市町村民税のうち均等割の 
みの課税世帯（所得割非課税世帯） 600  600   600   

２ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が5,000円未満である世帯 600   600   600   

３ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が5,000円以上50,000円未満である世 
帯 

  600   600   600   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ 

１ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が50,000円以上60,000円未満である 
世帯 

900   900   900   

２ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が60,000円以上70,000円未満である 
世帯 

900   900   900   

３ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が70,000円以上86,000円未満である 
世帯 

900   900   900   

４ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が86,000円以上123,000円未満である 
世帯 

1,300   1,300   1,300   

５ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が123,000円以上160,000円未満であ 
る世帯 

1,700   1,300   1,300   

６ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が160,000円以上180,000円未満であ 
る世帯 

2,100   1,300   1,300   

７ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が180,000円以上200,000円未満であ 
る世帯 

2,300   1,500   1,500   

８ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が200,000円以上220,000円未満であ 
る世帯 

2,500   1,700   1,600   

９ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が220,000円以上240,000円未満であ 
る世帯 

2,700   1,800   1,800   

１０ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が240,000円以上260,000円未満であ 
る世帯 

2,900   1,900   1,800   

１１ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が260,000円以上270,000円未満であ 
る世帯 

3,100   2,000   1,800   

１２ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が270,000円以上280,000円未満であ 
る世帯 

3,200   2,100   1,800   

１３ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が280,000円以上290,000円未満であ 
る世帯 

3,400   2,200   1,800   

１４ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が290,000円以上300,000円未満であ 
る世帯 

3,500   2,200   1,800   

１５ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が300,000円以上310,000円未満であ 
る世帯 

3,700   2,200   1,800   



 当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が310,000円以上320,000円未満であ 
る世帯 

3,800   2,200   1,800   

１７ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が320,000円以上330,000円未満であ 
る世帯 

4,000   2,200   1,800   

１８ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が330,000円以上370,000円未満であ 
る世帯 

4,300   2,200   1,800   

１９ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が370,000円以上410,000円未満であ 
る世帯 

4,800   2,200   1,800   

２０ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が410,000円以上450,000円未満であ 
る世帯 

5,300   2,200   1,800   

２１ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が450,000円以上490,000円未満であ 
る世帯 

5,700   2,200   1,800   

２２ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が490,000円以上560,000円未満であ 
る世帯 

6,100   2,600   2,100   

２３ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が560,000円以上630,000円未満であ 
る世帯 

6,600   2,600   2,100   

２４ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が630,000円以上700,000円未満であ 
る世帯 

7,000   2,600   2,100   

２５ 
当年度分の区市町村民税のうち所得割課 
税額が700,000円以上である世帯 

7,400   2,600   2,100   

備考 

１ ３歳児又は３歳未満児として入所した子どもについては、当該年度中は同一年齢とみなしてこの表を適

用する。 

２ この表において「均等割」とは、地方税法第２９２条第１項第１号に規定する均等割をいう。 

３ この表において「所得割課税額」とは、地方税法第２９２条第１項第２号に規定する所得割の額をいう 

ただし、当該所得割の額を計算する場合には、区規則で定めるところにより、同法の規定を適用する。 

４ ４月分から８月分までの保育料におけるこの表の適用については、同表中「当年度分」とあるのは、 

前年度分」と読み替えるものとする。 

１６ 

 。 

 「 



 

 

 

別表第４ 延長保育料（日を単位とする利用）（第７条関係） 

階    層    区    分 
１時間当たり

（子ども単位）

Ａ階層及びＢ階層に属する世帯 ０円

Ｃ階層及びＤ１階層からＤ３階層までの階層に属する世帯 １００円

Ｄ４階層からＤ７階層までの階層に属する世帯 ２００円

Ｄ８階層からＤ１４階層までの階層に属する世帯 ３００円

Ｄ１５階層からＤ２５階層までの階層に属する世帯 ４００円

 備考 

  １ この表において「階層区分」とは、別表第１及び別表第２における階層区

分をいう。 

  ２ １時間に満たない端数は、これを１時間とする。 



 

 

別表第５ 幼児教育保育料（第８条関係） 

各月初日の在籍子どもの属する世帯の階層区分 徴収月額（子ども単位） 

階層 

区分 
定        義 

幼児教育に要する費用 
給食費 

第１子の子ども 
第２子以降

の子ども 

Ａ 

生活保護法による被保護世帯（単給世帯を 

含む。）及び中国残留邦人等の円滑な帰国 

の促進並びに永住帰国した中国残留邦人等 

及び特定配偶者の自立の支援に関する法律 

による支援給付を受けている者の属する世 

帯 

円

０

円

０ 

円

０ 

Ｂ 
Ａ階層を除き当年度分の区市町村民税非課 

税世帯及び当年度分の区市町村民税のうち 

均等割のみの課税世帯（所得割非課税世帯）

０ ０ ０ 

Ｃ 

１ 

Ａ階層を 

除き当年 

度分の区 

市町村民 

税の所得 

割が課税 

となる世 

帯 

当年度分の区市町村民税のうち 

所得割課税額が５，０００円以 

下である世帯 

２，１００

３月分のみ１，６６０
０  ０ 

２ 

当年度分の区市町村民税のうち 

所得割課税額が５，０００円を 

超え１０，０００円以下である 

世帯 

３，１００

３月分のみ３，０５０
０ ０ 

３ 

当年度分の区市町村民税のうち 

所得割課税額が１０，０００円 

を超え５０，０００円以下であ 

る世帯 

６，２００

３月分のみ６，１００
０ ０ 

４ 

当年度分の区市町村民税のうち 

所得割課税額が５０，０００円 

を超える世帯 

６，２００

３月分のみ６，１００
０ 

５，０００ 

８月分のみ０ 

備考  

  １ この表において「第１子の子ども」とは、「第２子以降の子ども」に該当しない子どもをいう。 

  ２ この表において「第２子以降の子ども」とは、次に掲げる子どもその他これらに準ずる子どもとして

区規則で定める者をいう。 

（１）生計を一にする世帯に属する２人以上の子どもに幼児教育を実施している場合における当該子ども

のうち最年長の子ども以外の子ども（最年長の子どもが２人以上いる場合は、そのうち１人を除く子

どもを含む。） 

（２）幼児教育を実施している子どもの兄又は姉（当該子どもと生計を一にする世帯に属する者に限る。）

１人以上が小学校の第１学年から第３学年までに在学している場合における当該子ども 

３ この表において「均等割」とは、地方税法第２９２条第１項第１号に規定する均等割をいう。 

４ この表において「所得割課税額」とは、地方税法第２９２条第１項第２号に規定する所得割の額をい 

う。ただし、当該所得割の額を計算する場合には、区規則で定めるところにより、同法の規定を適用す 

る。 

５ ４月分から８月分までの保育料におけるこの表の適用については、同表中「当年度分」とあるのは、 

「前年度分」と読み替えるものとする。 



 

別表第６ 預かり保育料（第９条関係） 

階  層  区  分 

徴収日額（子ども単位） 

預かり保育に 

要する費用 

給食費 

（８月のみ）

Ａ階層及びＢ階層に属する世帯 ０円 ０円

Ｃ１階層からＣ３階層までの階層に属する世帯 ６５０円 ０円

Ｃ４階層に属する世帯 ６５０円 ２５０円

備考 この表において「階層区分」とは、別表第５における階層区分をいう。 

 



 

別表第７ 一時保育料（第１２条関係） 

一時保育を実施する時間 
徴収額（子ども単位） 

一時保育料 

午前７時１５分から午後１０時まで 

５時間以下

の 場 合
１，５００円

５ 時 間 を

超える場合
３，０００円

午後６時１５分から午後１０時まで 
上 記 に 加 え

１時間当たり
４００円

備考 午後６時１５分から午後１０時までの時間で一時保育を実施する場合にお

いて、１時間に満たない端数は、これを１時間とする。 

 



 

（

説 

明

） 

芝

浦
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の
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ど
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る

教

育
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育

等

の

総

合

的

な

提

供

の

推

進

に

関

す
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法

律

（

平

成

十

八

年

法

律

第

七

十

七

号

）

に

基

づ

く

認

定
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ど

も

園

と

す

る

た

め
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本

案

を

提
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い

た

し

ま

す
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十
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貸

付

条

例
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す

る

条
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港

区

女

性

福

祉

資

金

貸

付

条

例

（

昭

和

五

十

年

港

区

条

例

第

十

八

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 

第

十

八

条

中

「

十

・

七

五

パ

ー

セ

ン

ト

」

を

「

五

パ

ー

セ

ン

ト

」

に

改

め

る

。 

 
 

 

付 

則 

１ 

こ

の

条

例

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。 

２ 

こ

の

条

例

に

よ

る

改

正

後

の

港

区

女

性

福

祉

資

金

貸

付

条

例

第

十

八

条

の

規

定

は

、

平

成

二

十

七

年

四

月 

一

日

以

後

の

期

間

に

係

る

延

滞

利

子

の

計

算

に

つ

い

て

適

用

し

、

同

日

前

の

期

間

に

係

る

延

滞

利

子

の

計

算 

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。 

（

説 

明

） 
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い

た
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ま

す

。 



















議

案

第

七

十

号 

 
 

 

工

事

請

負

契

約

の

承

認

に

つ

い

て 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港
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工
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承
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承
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め
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一 

工

事

の

名

称

 
 

 
 

 
 

 
 

港

区

役

所

庁

舎

大

規

模

改

修

工

事 

二 

工

事

の

規

模

 
 

 
 

 
 

 
 

建

築

工

事

、

電

気

設

備

工

事
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び

機

械

設

備

工

事 

三 

契

約

の

方

法

 
 

 
 

 
 

 
 

制

限

を

付

し
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一

般

競

争

入

札

に

よ
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契
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契

約

金

額

 
 

 
 

 
 

 
 

七

十

五

億

七

千

三

百

六
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千
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五 

契

約

締
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日

 
 

 
 

 
 

 
 

契

約

承
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の
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工
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契

約

締

結

の

日
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翌

日

か

ら

平

成

三

十

一

年

三

月

五

日

ま
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七 

契

約

の

相

手

方 
 

東

京

都

江

東

区

新

砂

一

丁

目

一

番

一

号 



○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

竹

中
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六

興

・

菱

和
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建

設
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電
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取

締

役

支

店

長 
 

 
 

 
 

 
 

 

菊 

地 

達 

郎 

（

説 

明

） 

 

港

区

議

会

の

議

決

に

付

す

べ

き

契

約

及

び

財

産

の

取

得

又

は

処

分

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

三

十

九

年

港

区

条 

例

第

八

号

）

第

二

条

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 



議

案

第

七

十

一

号 

 
 

 

工

事

請

負

契

約

の

承

認

に

つ

い

て 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

工

事

請

負

契

約

の

承

認

に

つ

い

て 

 

左

記

の

工

事

請

負

契

約

の

承

認

を

求

め

る

。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記 

一 

工

事

の

名

称

 
 

 
 

 
 

 
 

港

区

役

所

庁

舎

大

規

模

改

修

に

伴

う

昇

降

機

設

備

取

替

え

工

事 

二 

工

事

の

規

模

 
 

 
 

 
 

 
 

昇

降

機

八

基

の

取

替

え 

三 

契

約

の

方

法

 
 

 
 

 
 

 
 

随

意

契

約 

四 

契

約

金

額

 
 

 
 

 
 

 
 

五

億

三

千

七

百

八

十

四

万

円  

五 

契

約

締

結

日

 
 

 
 

 
 

 
 

契

約

承

認

の

日 

六 

工

期

 
 

 
 

 
 

 
 

契

約

締

結

の

日

の

翌

日

か

ら

平

成

三

十

一

年

三

月

五

日

ま

で 

七 

契

約

の

相

手

方 
 

東

京

都

荒

川

区

荒

川

七

丁

目

十

九

番

一

号 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三

菱

電

機

ビ

ル

テ

ク

ノ

サ

ー

ビ

ス

株

式

会

社 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

代

表

取

締

役 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

瀬 

尾 

孝 

夫 

（

説 
明

） 

 

港

区

議

会

の

議

決

に

付

す

べ

き

契

約

及

び

財

産

の

取

得

又

は

処

分

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

三

十

九

年

港

区

条 

例

第

八

号

）

第

二

条

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 



議

案

第

七

十

二

号 

 
 

 

物

品

の

購

入

に

つ

い

て 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 

  
 

 

物

品

の

購

入

に

つ

い

て 

 

左

記

の

と

お

り

物

品

を

購

入

す

る

。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記 

一 

購 

入 

の 

目 

的 
 

図

書

館

シ

ス

テ

ム

の

更

新

に

係

る

情

報

機

器

の

整

備 

二 

物

品

の

種

類

及

び

数

量 
 

㈠

シ

ス

テ

ム

端

末

機 
 

 
 

 
 

 
 

百

二

十

九

台 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

㈡

シ

ス

テ

ム

端

末

機

用

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア 
 

 
 

一

式 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

㈢

プ

リ

ン

タ

ー 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四

十

八

台 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

㈣

バ

ー

コ

ー

ド

リ

ー

ダ

ー 
 

 
 

 
 

 

七

十

七

台 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

㈤

図

書

館

資

料

自

動

貸

出

機 
 

 
 

 
 

二

十

四

台 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

㈥

ハ

ン

デ

ィ

タ

ー

ミ

ナ

ル 
 

 
 

 
 

 
 

三

十

台 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

㈦

ス

イ

ッ

チ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十

台 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

㈧

サ

ー

バ

ー 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二

台 

三 

購

入

予

定

価

格

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八

千

六

百

四

十

一

万

八

百

円 

四 

購

入

の

相

手

方

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

東

京

都

港

区

芝

四

丁

目

四

番

十

二

号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三

信

電

気

株

式

会

社 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

常

務

取

締

役

ソ

リ

ュ

ー

シ

ョ

ン

営

業

本

部

長 

 
 

鴨 

下 

光 

夫 

（

説 

明

） 

 

港

区

議

会

の

議

決

に

付

す

べ

き

契

約

及

び

財

産

の

取

得

又

は

処

分

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

三

十

九

年

港

区

条 

例

第

八

号

）

第

四

条

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 



議

案

第

七

十

三

号 

 
 

 

建

物

の

売

払

い

に

つ

い

て 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

建

物

の

売

払

い

に

つ

い

て 

 

左

記

の

と

お

り

建

物

を

売

り

払

う

。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記 

一 

売

払

い

の

目

的

 
 

 
 

 
 

 
 

 

商

工

会

館

の

処

分 

二 

建

物

の

所

在

 
 

 
 

 
 

 
 

 

東

京

都

港

区

海

岸

一

丁

目

二

十

番

十

一 

三 

建

物

の

規

模

 
 

 
 

 
 

 
 

 

鉄

骨

鉄

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

造

地

下

一

階

地

上

六

階

塔

屋

二

階

建

の

う

ち

六

階

の

一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

部

及

び

塔

屋

一

階

の

一

部

延

べ

一

、

四

九

七

・

九

一

平

方

メ

ー

ト

ル

（

共

用

部

分 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を

含

む

。

） 

四 

売

払

い

予

定

価

格 
 

八

千

六

百

四

十

三

万

二

千

四

百

円 

五 

売

払

い

の

相

手

方 
 

東

京

都 



（

説 

明

） 

 
港

区

議

会

の

議

決

に

付

す

べ

き

契

約

及

び

財

産

の

取

得

又

は

処

分

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

三

十

九

年

港

区

条 

例

第

八

号

）

第

四

条

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 



議

案

第

七

十

四

号 

 
 

 

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

 

左

記

の

と

お

り

公

の

施

設

の

管

理

を

行

わ

せ

る

者

を

指

定

す

る

。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記 

一 

公

の

施

設

の

名

称 

 
 

 

港

区

立

大

平

台

み

な

と

荘 

二 

指

定

管

理

者

の

名

称

及

び

主

た

る

事

務

所

の

所

在

地 

 
 

 

富

士

急

グ

ル

ー

プ

Ｊ

Ｖ 

 
 

 

山

梨

県

富

士

吉

田

市

新

西

原

五

丁

目

六

番

一

号

ハ

イ

ラ

ン

ド

リ

ゾ

ー

ト

株

式

会

社

内 

三 

指

定

の

期

間 

 
 

 

平

成

二

十

八

年

四

月

一

日

か

ら

平

成

三

十

三

年

三

月

三

十

一

日

ま

で 



（

説 

明

） 

 
大

平

台

み

な

と

荘

の

指

定

管

理

者

を

指

定

す

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

二

百

四

十

四

条

の

二

第

六

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 



議

案

第

七

十

五

号 

      

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

  

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

    

平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

       

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

  

左

記

の

と

お

り

公

の

施

設

の

管

理

を

行

わ

せ

る

者

を

指

定

す

る

。 

                          
記 

一  

公

の

施

設

の

名

称 

      

港

区

立

南

麻

布

い

き

い

き

プ

ラ

ザ 

      

港

区

立

あ

り

す

い

き

い

き

プ

ラ

ザ 

     

港

区

立

麻

布

い

き

い

き

プ

ラ

ザ 

      

港

区

立

西

麻

布

い

き

い

き

プ

ラ

ザ 

      

港

区

立

飯

倉

い

き

い

き

プ

ラ

ザ 

二  

指

定

管

理

者

の

名

称

及

び

主

た

る

事

務

所

の

所

在

地 



    
 

セ

ン

ト

ラ

ル

ス

ポ

ー

ツ

株

式

会

社 

 
 

 

東

京

都

中

央

区

新

川

一

丁

目

二

十

一

番

二

号 

三  
指

定

の

期

間 
平

成

二

十

八

年

四

月

一

日

か

ら

平

成

三

十

三

年

三

月

三

十

一

日

ま

で 

（

説  

明

） 

  

南

麻

布

い

き

い

き

プ

ラ

ザ

等

の

指

定

管

理

者

を

指

定

す

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二 

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

二

百

四

十

四

条

の

二

第

六

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 

 



議

案

第

七

十

六

号 

 
 

 

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

 

左

記

の

と

お

り

公

の

施

設

の

管

理

を

行

わ

せ

る

者

を

指

定

す

る

。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記 

一 

公

の

施

設

の

名

称 

 
 

 

港

区

立

赤

坂

い

き

い

き

プ

ラ

ザ 

 
 

 

港

区

立

青

山

い

き

い

き

プ

ラ

ザ 

 
 

 

港

区

立

青

南

い

き

い

き

プ

ラ

ザ 

二 

指

定

管

理

者

の

名

称

及

び

主

た

る

事

務

所

の

所

在

地 

 
 

 

株

式

会

社

ピ

ー

ウ

ォ

ッ

シ

ュ

・

太

平

ビ

ル

サ

ー

ビ

ス

株

式

会

社

共

同

事

業

体 

 
 

 

東

京

都

豊

島

区

長

崎

五

丁

目

一

番

二

十

三

号

株

式

会

社

ピ

ー

ウ

ォ

ッ

シ

ュ

内 



三 

指

定

の

期

間 

 
 

 

平

成

二

十

八

年

四

月

一

日

か

ら

平

成

三

十

三

年

三

月

三

十

一

日

ま

で 

（

説 
明

） 

 

赤

坂

い

き

い

き

プ

ラ

ザ

等

の

指

定

管

理

者

を

指

定

す

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

二

百

四

十

四

条

の

二

第

六

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 

 



議

案

第

七

十

七

号 

      

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

  

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

    

平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

       

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

  

左

記

の

と

お

り

公

の

施

設

の

管

理

を

行

わ

せ

る

者

を

指

定

す

る

。 

                          
記 

一  

公

の

施

設

の

名

称 

      

港

区

立

豊

岡

い

き

い

き

プ

ラ

ザ 

      

港

区

立

高

輪

い

き

い

き

プ

ラ

ザ 

      

港

区

立

白

金

い

き

い

き

プ

ラ

ザ 

 
 

 

港

区

立

白

金

台

い

き

い

き

プ

ラ

ザ 

二  

指

定

管

理

者

の

名

称

及

び

主

た

る

事

務

所

の

所

在

地 

      

社

会

福

祉

法

人

奉

優

会 



      

東

京

都

世

田

谷

区

駒

沢

二

丁

目

十

一

番

三

号

第

二

集

花

園

ビ

ル 
三  
指

定

の

期

間 

      
平

成

二

十

八

年

四

月

一

日

か

ら

平

成

三

十

三

年

三

月

三

十

一

日

ま

で 

（

説  

明

） 

  

豊

岡

い

き

い

き

プ

ラ

ザ

等

の

指

定

管

理

者

を

指

定

す

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二

年 

法

律

第

六

十

七

号

）

第

二

百

四

十

四

条

の

二

第

六

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 

 



議

案

第

七

十

八

号 

      

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

  

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

    

平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

       

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

  

左

記

の

と

お

り

公

の

施

設

の

管

理

を

行

わ

せ

る

者

を

指

定

す

る

。 

                          
記 

一  

公

の

施

設

の

名

称 

      

港

区

立

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

白

金

の

森 

      

港

区

立

高

齢

者

在

宅

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

白

金

の

森 

      

港

区

立

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

白

金

の

森 

二  

指

定

管

理

者

の

名

称

及

び

主

た

る

事

務

所

の

所

在

地 

      

社

会

福

祉

法

人

奉

優

会 

      

東

京

都

世

田

谷

区

駒

沢

二

丁

目

十

一

番

三

号

第

二

集

花

園

ビ

ル 



三  

指

定

の

期

間 

      

平

成

二

十

八

年

四

月

一

日

か

ら

平

成

三

十

三

年

三

月

三

十

一

日

ま

で 

（

説  
明

） 

  

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

白

金

の

森

等

の

指

定

管

理

者

を

指

定

す

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

地

方

自

治

法

（

昭

和 

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

二

百

四

十

四

条

の

二

第

六

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す 

 

 

。 



議

案

第

七

十

九

号 

      

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

  

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

    

平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

       

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

  

左

記

の

と

お

り

公

の

施

設

の

管

理

を

行

わ

せ

る

者

を

指

定

す

る

。 

                          
記 

一  

公

の

施

設

の

名

称 

      

港

区

立

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

港

南

の

郷 

      

港

区

立

高

齢

者

在

宅

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

港

南

の

郷 

      

港

区

立

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

港

南

の

郷 

 
 

 

港

区

立

ケ

ア

ハ

ウ

ス

港

南

の

郷 

二  

指

定

管

理

者

の

名

称

及

び

主

た

る

事

務

所

の

所

在

地 

      

社

会

福

祉

法

人

恩

賜

財

団

済

生

会

支

部

東

京

都

済

生

会 



      

東

京

都

港

区

三

田

一

丁

目

四

番

十

七

号 
三  
指

定

の

期

間 

      
平

成

二

十

八

年

四

月

一

日

か

ら

平

成

三

十

三

年

三

月

三

十

一

日

ま

で 

（

説  

明

） 

  

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

港

南

の

郷

等

の

指

定

管

理

者

を

指

定

す

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

地

方

自

治

法

（

昭

和 

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

二

百

四

十

四

条

の

二

第

六

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す 

  

 

。 



議

案

第

八

十

号 

      

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

  

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

    

平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

       

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

  

左

記

の

と

お

り

公

の

施

設

の

管

理

を

行

わ

せ

る

者

を

指

定

す

る

。 

                          
記 

一  

公

の

施

設

の

名

称 

      

港

区

立

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

サ

ン

・

サ

ン

赤

坂 

      

港

区

立

高

齢

者

在

宅

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

サ

ン

・

サ

ン

赤

坂 

      

港

区

立

赤

坂

子

ど

も

中

高

生

プ

ラ

ザ 

二  

指

定

管

理

者

の

名

称

及

び

主

た

る

事

務

所

の

所

在

地 

      

社

会

福

祉

法

人

東

京

聖

労

院 

      

東

京

都

清

瀬

市

中

里

五

丁

目

九

十

一

番

二 



三  

指

定

の

期

間 

      

平

成

二

十

八

年

四

月

一

日

か

ら

平

成

三

十

三

年

三

月

三

十

一

日

ま

で 

（

説  
明

） 

  

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

サ

ン

・

サ

ン

赤

坂

等

の

指

定

管

理

者

を

指

定

す

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

地

方

自

治

法 

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

二

百

四

十

四

条

の

二

第

六

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た 

し

ま

す

。 



議

案

第

八

十

一

号 

      

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

  

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

    

平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者  

港

区

長    

武  

井  

雅  

昭 

       

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

  

左

記

の

と

お

り

公

の

施

設

の

管

理

を

行

わ

せ

る

者

を

指

定

す

る

。 

                          
記 

一  

公

の

施

設

の

名

称 

      

港

区

立

南

麻

布

高

齢

者

在

宅

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー 

      

港

区

立

南

麻

布

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー 

二  

指

定

管

理

者

の

名

称

及

び

主

た

る

事

務

所

の

所

在

地 

      

社

会

福

祉

法

人

恩

賜

財

団

済

生

会

支

部

東

京

都

済

生

会 

      

東

京

都

港

区

三

田

一

丁

目

四

番

十

七

号 

三  

指

定

の

期

間 



      

平

成

二

十

八

年

四

月

一

日

か

ら

平

成

三

十

三

年

三

月

三

十

一

日

ま

で 
（

説  

明

） 
南

麻

布

高

齢

者

在

宅

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

等

の

指

定

管

理

者

を

指

定

す

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

二

百

四

十

四

条

の

二

第

六

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 

 



議

案

第

八

十

二

号 

      

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

  

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

    

平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者  

港

区

長    

武  

井  

雅  

昭 

       

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

  

左

記

の

と

お

り

公

の

施

設

の

管

理

を

行

わ

せ

る

者

を

指

定

す

る

。 

                          
記 

一  

公

の

施

設

の

名

称 

      

港

区

立

台

場

高

齢

者

在

宅

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー      

二  

指

定

管

理

者

の

名

称

及

び

主

た

る

事

務

所

の

所

在

地 

      

医

療

法

人

財

団

百

葉

の

会 

      

静

岡

県

富

士

市

五

貫

島

百

七

十

五

番

地 

三  

指

定

の

期

間 

      

平

成

二

十

八

年

四

月

一

日

か

ら

平

成

三

十

三

年

三

月

三

十

一

日

ま

で 



（

説  

明

） 

  
台

場

高

齢

者

在

宅

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

の

指

定

管

理

者

を

指

定

す

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

二

百

四

十

四

条

の

二

第

六

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 

 



議

案

第

八

十

三

号 

      

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

  

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

    

平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者  

港

区

長    

武  

井  

雅  

昭 

       

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

  

左

記

の

と

お

り

公

の

施

設

の

管

理

を

行

わ

せ

る

者

を

指

定

す

る

。 

                          
記 

一  

公

の

施

設

の

名

称 

      

港

区

立

北

青

山

高

齢

者

在

宅

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー 

      

港

区

立

北

青

山

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー       

二  

指

定

管

理

者

の

名

称

及

び

主

た

る

事

務

所

の

所

在

地 

      

社

会

福

祉

法

人

ノ

テ

福

祉

会 

      

北

海

道

札

幌

市

清

田

区

真

栄

四

百

三

十

四

番

地

六 

三  

指

定

の

期

間 



      

平

成

二

十

八

年

四

月

一

日

か

ら

平

成

三

十

三

年

三

月

三

十

一

日

ま

で 
（

説  

明

） 

  

北

青

山

高

齢

者

在

宅

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

等

の

指

定

管

理

者

を

指

定

す

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

二

百

四

十

四

条

の

二

第

六

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 

 



議

案

第

八

十

四

号 

      

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

  

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

    

平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者  

港

区

長    

武  

井  

雅  

昭 

       

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

  

左

記

の

と

お

り

公

の

施

設

の

管

理

を

行

わ

せ

る

者

を

指

定

す

る

。 

                          
記 

一  

公

の

施

設

の

名

称 

      

港

区

立

芝

高

齢

者

在

宅

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー 

      

港

区

立

芝

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー      

二  

指

定

管

理

者

の

名

称

及

び

主

た

る

事

務

所

の

所

在

地 

      

医

療

法

人

財

団

百

葉

の

会 

      

静

岡

県

富

士

市

五

貫

島

百

七

十

五

番

地 

三  

指

定

の

期

間 



      

平

成

二

十

八

年

四

月

一

日

か

ら

平

成

三

十

三

年

三

月

三

十

一

日

ま

で 
（

説  

明

） 

 

芝

高

齢

者

在

宅

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

等

の

指

定

管

理

者

を

指

定

す

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

二

百

四

十

四

条

の

二

第

六

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 

     



議

案

第

八

十

五

号 

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 
右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 
平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

 

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

左

記

の

と

お

り

公

の

施

設

の

管

理

を

行

わ

せ

る

者

を

指

定

す

る

。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記 

一 

公

の

施

設

の

名

称 

港

区

立

高

輪

子

ど

も

中

高

生

プ

ラ

ザ 

二 

指

定

管

理

者

の

名

称

及

び

主

た

る

事

務

所

の

所

在

地 

一

般

財

団

法

人

本

所

賀

川

記

念

館 

東

京

都

墨

田

区

東

駒

形

四

丁

目

六

番

二

号 

三 

指

定

の

期

間 

平

成

二

十

八

年

四

月

一

日

か

ら

平

成

三

十

三

年

三

月

三

十

一

日

ま

で 



（

説 

明

） 
高

輪

子

ど

も

中

高

生

プ

ラ

ザ

の

指

定

管

理

者

を

指

定

す

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

二

百

四

十

四

条

の

二

第

六

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 

 



議

案

第

八

十

六

号 

 
 

 

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

 

左

記

の

と

お

り

公

の

施

設

の

管

理

を

行

わ

せ

る

者

を

指

定

す

る

。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記 

一 

公

の

施

設

の

名

称 

 
 

 

港

区

立

精

神

障

害

者

地

域

活

動

支

援

セ

ン

タ

ー 

二 

指

定

管

理

者

の

名

称

及

び

主

た

る

事

務

所

の

所

在

地 

 
 

 

社

会

福

祉

法

人

港

福

会 

 
 

 

東

京

都

港

区

芝

浦

一

丁

目

十

四

番

八

号

ベ

ル

ハ

イ

ム

田

町

二

百

一

号 

三 

指

定

の

期

間 

 
 

 

平

成

二

十

八

年

四

月

一

日

か

ら

平

成

三

十

三

年

三

月

三

十

一

日

ま

で 



（

説 

明

） 

 
精

神

障

害

者

地

域

活

動

支

援

セ

ン

タ

ー

の

指

定

管

理

者

を

指

定

す

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

二

百

四

十

四

条

の

二

第

六

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 

 



議

案

第

八

十

七

号 

 
 

 

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

 

左

記

の

と

お

り

公

の

施

設

の

管

理

を

行

わ

せ

る

者

を

指

定

す

る

。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記 

一 

公

の

施

設

の

名

称 

 
 

 

港

区

立

公

衆

浴

場

ふ

れ

あ

い

の

湯 

二 

指

定

管

理

者

の

名

称

及

び

主

た

る

事

務

所

の

所

在

地 

 
 

 

港

区

浴

場

組

合 

 
 

 

東

京

都

港

区

南

麻

布

一

丁

目

十

五

番

十

一

号 

三 

指

定

の

期

間 

 
 

 

平

成

二

十

八

年

四

月

一

日

か

ら

平

成

三

十

三

年

三

月

三

十

一

日

ま

で 



（

説 

明

） 

 
区

立

公

衆

浴

場

の

指

定

管

理

者

を

指

定

す

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六 

十

七

号

）

第

二

百

四

十

四

条

の

二

第

六

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 



議

案

第

八

十

八

号 

      

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

  

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

    

平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

       

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

  

左

記

の

と

お

り

公

の

施

設

の

管

理

を

行

わ

せ

る

者

を

指

定

す

る

。 

                          
記 

一  

公

の

施

設

の

名

称 

      

港

区

立

区

民

斎

場

や

す

ら

ぎ

会

館 

二  

指

定

管

理

者

の

名

称

及

び

主

た

る

事

務

所

の

所

在

地 

    
 

港

区

葬

祭

業

組

合 

      

東

京

都

港

区

南

青

山

二

丁

目

十

八

番

二

号 

三  

指

定

の

期

間 

平

成

二

十

八

年

四

月

一

日

か

ら

平

成

三

十

三

年

三

月

三

十

一

日

ま

で 



（

説  

明

） 

  
区

民

斎

場

の

指

定

管

理

者

を

指

定

す

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七 

号

）

第

二

百

四

十

四

条

の

二

第

六

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 



議

案

第

八

十

九

号 

 
 

 

特

別

区

道

路

線

の

認

定

に

つ

い

て 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

特

別

区

道

路

線

の

認

定

に

つ

い

て 

 

特

別

区

道

の

路

線

を

次

の

よ

う

に

認

定

す

る

。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

記 

路

線

番

号 
起 

 

点 
終 

 

点 

備 
 

 
 

 

考 

第

一

、

一

七

三

号 

港

区

虎

ノ

門

四

丁

目

二

十

六

番

三 

港

区

虎

ノ

門

三

丁

目

四

十

二

番

八 

別

紙

図

面

の

と

お

り 

（

説 

明

） 

 

道

路

法

（

昭

和

二

十

七

年

法

律

第

百

八

十

号

）

第

八

条

第

二

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 





議

案

第

九

十

号 

 
 

 

特

別

区

道

路

線

の

廃

止

に

つ

い

て 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

特

別

区

道

路

線

の

廃

止

に

つ

い

て 

 

特

別

区

道

の

路

線

を

次

の

よ

う

に

廃

止

す

る

。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

記 

路

線

番

号 
起 

 

点 
終 

 

点 

備 
 

 
 

 

考 

第

四

三

号 

港

区

新

橋

四

丁

目

一

番

一

先 

港

区

新

橋

四

丁

目

五

番

九

先 

別

紙

図

面

の

と

お

り 

（

説 

明

） 

 

道

路

法

（

昭

和

二

十

七

年

法

律

第

百

八

十

号

）

第

十

条

第

三

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 





議

案

第

九

十

一

号 

 
 

 

特

別

区

道

路

線

の

認

定

に

つ

い

て 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

九

月

十

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

特

別

区

道

路

線

の

認

定

に

つ

い

て 

 

特

別

区

道

の

路

線

を

次

の

よ

う

に

認

定

す

る

。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

記 

路

線

番

号 
起 

 

点 
終 

 

点 

備 
 

 
 

 

考 

第

一

、

一

七

四

号 

港

区

新

橋

四

丁

目

三

番

四

先 

港

区

新

橋

四

丁

目

五

番

九

先 

別

紙

図

面

の

と

お

り 

（

説 

明

） 

 

道

路

法

（

昭

和

二

十

七

年

法

律

第

百

八

十

号

）

第

八

条

第

二

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 









































































議

案

第

九

十

六

号 

 
 

 

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

 

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。 

 
 

平

成

二

十

七

年

十

月

六

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

提

出

者 

港

区

長 
 

武 

井 

雅 

昭 
 

 
 

 

  
 

 

指

定

管

理

者

の

指

定

に

つ

い

て 

 

左

記

の

と

お

り

公

の

施

設

の

管

理

を

行

わ

せ

る

者

を

指

定

す

る

。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記 

一 

公

の

施

設

の

名

称 

 
 

 

港

区

立

芝

浦

ア

イ

ラ

ン

ド

こ

ど

も

園 

二 

指

定

管

理

者

の

名

称

及

び

主

た

る

事

務

所

の

所

在

地 

 
 

 

公

益

財

団

法

人

東

京

Ｙ

Ｍ

Ｃ

Ａ 

 
 

 

東

京

都

江

東

区

東

陽

二

丁

目

二

番

二

十

号 

三 

指

定

の

期

間 

 
 

 

平

成

二

十

八

年

四

月

一

日

か

ら

平

成

二

十

九

年

三

月

三

十

一

日

ま

で 



（

説 

明

） 

 
芝

浦

ア

イ

ラ

ン

ド

こ

ど

も

園

の

指

定

管

理

者

を

指

定

す

る

必

要

が

あ

る

た

め

、

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二 

年

法

律

第

六

十

七

号

）

第

二

百

四

十

四

条

の

二

第

六

項

の

規

定

に

基

づ

き

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。 
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